
J、ミ
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ア

タ

考

山

本

光

朗

は

じ

め

に

一
Z
0
・
8
吋
文
書

H

Z
。・由
ω吋
文
書

同

r巳
曲
目
C
『
件
。
可
仰
の
司
曲
『

g
g
行

同

E-脳
同

fhH吋同
E
E
-釦
と

C
E
H吋
巳

0

・
ω品
曲
目
ou
、
曲
等
の
句
史

g
g
行

二
関
連
文
書

付

Z
0・
8
品
文
書

口

z
g
-
B
N
-
m
a・
8ω
文
書

結

語

- 27ー

は

じ

め

タ
リ
ム
盆
地
の
東
南
部
、
中
園
史
料
に
擦
れ
ば
か
つ
て
都
善
と
呼
ば
れ
た
王
園
が
祭
え
て
い
た
領
域
(
支
配
下
に
且
末
・
精
紹
な
ど
の
少
図
。

(

1

)

 

を
含
む
)
か
ら
は
、
紀
元
三

J
四
世
紀
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
多
数
の
所
調
関
Y
R
0
2
E
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

l
文
書
が
護
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
中
の
二

O
数
黙
の
文
書
に

H
U
R
S
E
パ
ル
ヴ
ァ
タ
と
い
っ
た
地
名
、
あ
る
い
は

H
V
R
4
3
と
い
う
民
族
(
ま
た
は
種
族
)
名
が
散
見

703 

さ
れ
る
。
こ
の

H
M
R
g
g
と
は
普
通
名
詞
と
し
て
は

ク
山
、
丘
々
の
一
意
で
あ
り、

M
V
R
4
2
と
は

。
】U白
ヨ
巳
曲

パ
ル
ヴ
ア
タ
人
。

ほ
ど
の
一意
味
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I
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で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
意
味
か
ら
考
え
て
、
そ
の
地
は
お
お
よ
そ
都
善
王
園

〉
-t
ロ
-
g
m
y
あ
る
い
は
昆
出
岡
山
脹
方
面
に
ま
ず
求

の
南
方
の
山
岳
地
帯
、

め
ら
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
こ
の
句
2
4色
白
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

(

2

)

 

ま
で
そ
の
位
置
に
閲
す
る
一
・
二
の
貴
重
な
指
摘
以
外
あ
ま
り
鰯
れ
ら
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
司

R
S
S
の
こ
と
を
知
る
珠
備

作
業
と
し
て
、
二

O
数
貼
の
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

1
文
書
の
う
ち
比
較
的
多
く

可
同
門
〈
同
門
白
の
名
が
登
場
す
る
互
い
に
関
連
し
た
五
文
書
を
選
び
検
討
を
加

ぇ
、
併
せ
て
そ
の
過
程
で
司

R
g
g
に
つ
い
て
少
し
く
燭
れ
て
み
た
い
と
思

う

- 28ー

1 

Z
0・
8
寸
文
書

園

付

Z
0・
8
斗
文
書

本
稿
が
扱
う
五
文
書
の
中
で
最
も
多
く
、
そ
し
て

H
M
R
S
Z
に
闘
す
る
こ

O
数
黙
の
文
書
の
中
で
も
最
も
多
く

E
円〈同

g
の
名
が
登
場
す
る
の
は
、
次

(
3〉

に
掲
げ
る

Z
0・
8
叶
と
呼
ば
れ
る
文
書
で
あ
る
。
設
見
者
で
あ
る
冨
・
〉
・

(

4

)

 

ω
Eロ
氏
に
擦
れ
ば
、
設
見
地
は

Z
3
遺
跡
群
南
部
の
比
較
的
大
き
な
家

屋
祉

Z
Mハ
MハH
U
ハ
遺
祉
の
長
い
通
路
守
上
で
、
同
家
屋
祉
で
は
ま
た
氏
に

よ
っ
て

J
E
n
p
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
部
屋
F

で、

後



事
~
~

tQ!5I-Þ<申~..，@露出血えれ)
~
ν

ムテ(l
O

-
t
<
鮒
士
!
*
副
千

J
'
15k" X

 4t" (
~
4
0
c
m
 x

 12cm)
心
ム
心
+
<
和
祈
)
ti ~J {

三
割
Q
料
側

ffi AJ.....)νti+<-lW~
(
的
)

Q
..，@ Q

t
J
~
点
。
吊
~
.
t
2

~J Q
令〈申~ti'

Stein 'd:ü
l
轡

~'ti
rectangular 

u
n
d
e
r
 tablet 

AJ
皆
吉
~
t
Q
.
.
，
@
Q
や
'
*
妖

~J
Q
令〈側

IIIAJ
蘇
以
手
当

F
ν
ぽ
~
持
活
問
弁
'
(
)
~
時
刻
Q
Q
 covering 

tablet 
演
出

E契
約
£

ν
;
L
4ヨム

Q
や
'
組

11
ぽ

ν
.{2令〈制

III.Qく
R
-iミ
ε
、主
l

v
v
.C:jCl

ν
ム
t
Q
。
令
〈
刺
E

(也〉
Q
制
令
〈
士
~
+
羽
Q
黒
v

t
J
~
t
Q
。

(1) 
sa

lTlvatsare 10 1
 ma
h
a
r
a
y
a
t
i
r
a
y
a
~
a
 m

a
h
a
n
u
a
v
a
 m
a
h
a
r
a
y
a
 ji~uga mayiri d

e
v
a
p
u
t
r
a
~
a

号o
d
h
a
m
a
m
a
~
a
s
y
a
 p
r
a
t
h
a
m
a
 

大
王
中
の
王
・
大
威
徳
・
大
王
・

ji~uga
(
侍
中
?
〉

?
M
a
y
i
r
i
神
子
(
天
子
〕
の

1
1年

6
月

1
日
に
於
い
て
。

、、
J

divasa
lTl
mi. 

y
a
lTl 

kala 
d
e
v
i
y
a
e
 
k
h
o
t
a
lTl
n
a
lTl
m
i
 ukasta，

 

王
妃

が
K
h
o
t
a
lTl
n
a

に
出

掛
け

た
時

，

(2) 
ta
lTl 

kala
lTl 

kala 
kirteya 

isa 
agata. 

cacl'otarpmi 
parvata

lTl
m
i
 
va~çlhiga 

krta 
c
o
z
b
o
 
sO

lTl
jaka 

kala
lTl
mi. 

ta
lTl 

~
 

そ
の

時
kala

の
Kirteya

が
こ
こ
に
来
た
。

Cacl'ota
と

P
a
r
v
a
t
a
で

v
a
吋

h
i
g
a
(
り
を
し
た
，

c
o
z
b
o
 (

主
簿
?
)
8
'
の

S
O
lTl
jaka

、、
J

kala
lTl
m
i
 v
y
a
g
a
 nikasta. 

m
a
s
u
 p
o
t
g
o
n
e
n
a
 
parvata

lTl
m
i
 m
i
l
i
m
a
 
1
 khi 

4. 
a
lTl白

a
dirpira 

a
lTln

a
 

の
時
に
。
そ
の
時
費
用
が
出
さ
れ
た
。

p
o
t
g
o
負
a
(
?
)
に
よ
る

Parvata
で
の
蒲
陶
酒

1
m
i
l
i
m
a
 4

 khi
。
他
に
，

dirpira 
(
?
)
穀

(3) 
m
i
l
i
m
a
 2

 khi 
10，

 a~a 
m
i
l
i
m
a
 
1
 khi 

4
 1. 

a
lTl
n
a
 parvate

号u
paeevara 

m
i
l
i
m
a
 
1
 khi 

10. 
a
lTln

a
 
kala 

gilanaga 

2
 m
i
l
i
m
a
 
10 

k
h
i
，
拘
i
1
 m
i
l
i
m
a
 5

 khi
。

他
に
，

Parvata
各
地
で
の
糧
9
'

1
 m
i
l
i
m
a
 
10 

khi
。
他
に
，

kala
が

病
に

陥
、、
J

patida
，
 ta
lTl 

kala
lTl
m
i
 a
c
o
n
a
lTl
m
i
 a
lTln

a
 nikhasta，

 mi
l
i
m
a
 
1
 khi 

10. 
m
a
s
u
 a
c
o
m
e
n
a
lTl
m
i
 

っ
た
，
そ
の
時

a
c
o
n
a
(
?
)
に
穀
が
出
さ
れ
た
，

1
 m
i
l
i
m
a
 
10 

khi
o
 a
c
o
m
e
n
a
 (

?
)
で
の
蒲
陶
酒

(4) 
khi 

3
 nikasta

.
 

告
3
 khi

が
出
さ
れ
た

。



言
(5)

arp
凸
a

p
a
r
v
a
凶

e
kala 

kirteya 
nivarti

民
tarp

k
a
l
a
r
p
m
i

回
d
'
o
t
a
m
m
i

v
a
s
d
h
i
k
a
m
m
i
 
m
a
s
u
 
khi 

4
 3

 nikhast 

他
に
.

Parvata
か
ら

kala
の

Kirteya
が
還
っ
た
，

そ
の

時
C
ad'ota

に
於
け
る

v
a
s
d
h
i
k
a

(
?
)
に
蒲
陶
酒

7
khi

が
出

さ
れ

arp
白
a

k
u
v
a
n
i
y
a
r
p
m
i
 
g
a
m
a
r
p
n
a
 velarpmi

，
 parpthaci 

m
a
s
u
 khi 

4
 p
o
t
g
o
凸
ena.

p
u
n
a
 v
a
t
a
y
a
g
a
n
a
 
pa-

た
。
他
に
.

K
u
v
a
n
i

に
行
っ

た
時
，

行
路
の
蒲
陶
酒

4
khi

，
 po
t
g
o
n
a
 (

り
に

よ
る

。
更

に
従

者
等

の

(6) 
eevara 

m
i
l
i
m
a
 
1
 khi 

10
.
 -

-
a
r
p
n
a
 
yarp 

kala 
kala 

kirteya 
k
h
o
t
a
r
p
n
a
r
p
m
i
 
dutiyae 

g
a
t
a
g
a
 
asi. 

tarp 
k
a
l
a
r
p
m
i
 

時
k
1
 m
i
l
i
m
a
 
10 

khi
。

一
一

他
に

k
a
la

の
Kirteya

が
K
h
o
t
a
r
p
n
a
に

使
節

で
行

っ
た

時
，

そ
の

時
穀

・

a
r
p
n
a
 
p
a
e
e
v
a
r
a
 
nikrarpta

，
 fiarva 

pirpcla 
m
i
l
i
m
a
 
10 

2. 
arp

白
a

p
a
sav

a
 4
 c
o
h
u
r
a
 

糧
が

護
せ

ら
れ

た
，

純
計

1
2

m
i
l
i
m
a
。

他
に
，

畜
4

を
4

(7) 
m
i
l
i
m
a
 
arpnehi 

nidae 
huarpti

.
 

arp
お
a

k
h
o
t
a
r
p
n
a
d
e
 
kala 

kirteya 
nivartita. 

n
i
n
a
d
e
 
katilena 

vifiajita. 
52 

m
i
l
i
m
a

の
穀

と
共

に
彼

等
は

運
ん
だ
。

他
に
.

K
h
o
t
a
I)1n

a
か
ら

kala
の

K
i
r
t
e
y
a

が
還
っ
た

。
N
i
n
a

か
ら

Katila
に
よ

っ

k
h
i
 
4
 m
a
s
u
 

gicl'a 
p
o
t
g
o
凸
ena.

a
r
p
n
a
 

a
d
e
h
i
 

kalafia 
p
a
d
a
m
u
l
a
d
e
 

anati 

て
迭

ら
れ

た
。

彼
は

4
khi

の
精

陶
酒
を
受
け
取
っ
た
，

p
o
t
g
o
白
a
(
り
に
よ
り
。
他
に
，
そ
こ
か
ら

kala
の

足
下

か
ら

命
令

(8) 
l
e
k
h
a
 
agata，

 tasuca 
ç
l
h
a
p
g
e
y
a
~
a
 
m
a
s
u
 

prahucl'a 
pr

時
idavya

k
h
i
 
3
 p
o
t
g
o
n
e
n
a
.
 

v
a
s
u
 

文
書
が
来
た

，
tasuca

の
l
)
h
a
p
g
e
y
a

に
精

陶
酒

の
贈

物
が

興
え

ら
る

ベ
し

3
khi 

p
o
t
g
o
n
a
 (

?
)
に
よ
り
.
と

o
vasu

の

sigarpti 
s
a
g
a
m
o
y
e
n
a
 
s
a
d
h
a
 
tasuca 

clhapgeyafia 
prahucl'a 

anitarpti. 
-

-
a
r
p
n
a
 
sadavida 

tsug
匂

ra~a

S
i
g
a
r
μ
i
は

S
a
g
a
m
o
y
a
と
共
に

tasuca
の
l
)
h
a
p
g
e
y
a
に

贈
物

を
費

し
た

。
一

一
他
に
，

sadavida (
百
長
?
)
í
O
の

Tsuge~ra
に

(9) 
m
a
s
u
 

p
o
t
g
o
n
e
n
a
 

k
h
i
 
3
 

prahucl'a 
anitama. 

一
一

arp
加

yitayafia
a
r
p
n
a
 
m
i
l
i
m
a
 
1
 kala 

praeavida. 

蒲
陶
酒
，

p
o
t
g
o
n
a
 (

?
)
に
よ
り

3
khi

，
贈
物
を
我
々
は
粛
し
た

。
一
一
他
に
，

Y
i
t
a
y
a
に

1
m
i
l
i
m
a
の
穀
を

kala
は
許
し
た

。



一
一

arp.
n
a

kalaea 
p
a
d
a
m
u
l
a
d
e
 var

号a
var

号i
r
a
j
a
d
h
a
r
e
y
a
n
a
 

sorp.
g
h
a
 

praeavitaga. 

一
一
他
に
，

kala
の

足
下

か
ら

年
々

r
a
j
a
d
h
a
r
e
y
a
 
(
執
政

9)
等
に
，

sorp.
g
h
a
 (

?
)
立
が
許
さ
れ
て
い
る
。

'--" 

(10 
-

arp.白
a

p
u
n
a
 y

arp. 
kala 

kala 
p
u
rp.白

abala
parvate

号u
ukasta，

 ta
rp. 

kalarp.
m
i
 m
a
s
u
 nikhasta，

 mi
l
i
m
a
 
1
 k
h
i
 4

 

一
一

他
に

.
更

に
kala

の
P
urp.

nabala
が

Parvata
各
地
に
出
掛
け
た
時
，

そ
の
時
蒲
陶
酒
が
出
さ
れ
た
，

1
 m
i
l
i
m
a
 4

 khi
，
 

p
o
t
g
o
n
e
n
a
.
 

arp.
n
a
 

sace
号u

s
a
g
a
m
o
y
a
 

priyavata 
lyipeyaea 

ca 
m
a
s
u
 

p
o
t
g
o
n
e
n
a
 

p
o
t
g
o
n
a
 (

?
)
に
よ
り
。
他
に
.

S
a
c
a

各
地

に
S
a
g
a
m
o
y
a

と
Priyavata

と
L
y
i
p
e
y
a

と
が

p
o
t
g
o
n
a

(
?
)
に
よ
る

12
khi

の

k
h
i
 
10 

2
 

蒲
陶

酒

(11) 
anitarp.

ti. 
arp.

n
a
 
atra 

u
t
a
v
a
l
a
g
a
n
a
 

kala 
p
a
d
a
m
u
l
a
d
e
 

praeavitaga 
arp.

n
a
 m

i
l
i
m
a
 2. 

u
t
a
n
a
 
y
arp.

n
e
号u

n
i
k
h
a
 

を
萌

し
た

。
他

に
，

そ
こ

で
麗

官
の

牧
人

等
に

kala
の

足
下

か
ら

許
さ

れ
て

い
る

2
m
i
l
i
m
a

の
穀。

(
彼
等
は

〕
豪

官
を

供
犠

52 

(
 

-starp.
tiJ. 

-
-

arp.白
a

ciki
rp.
to

向
su

s
a
g
a
m
o
y
a
 

turp.
pala 

cakolaea 
ca 

m
a
s
u
 

parvate
刊

に
〔
出
し
た
〕
。
一
一
他
に

Ciki
rp.
to

と
向

su
の

S
a
g
a
m
o
y
a

と
T
u
rp.
pala

と
C
a
k
o
l
a

と
が

P
a
r
v
a
t
a

各
地

で
の

。
吉
守
a
m
i
y
e
n
a

m
i
l
i
m
a
 

4
 

2
 

gi~'ati. 
arp.

n
a
 

prahu~'a 
l
e
k
h
a
d
e
 

nikhasta
，

 
patrayaea 

k
h
i
 
4
 1，

 

号a
m
i
(
-ya) 

(?) i
2
に
よ
る

6
m
i
l
i
m
a

の
蒲

陶
酒

を
受

け
取

っ
た

。
他
に
.
贈
物
が
文
書
の
ゆ
え
出
さ
れ
た
，

Patraya
に

5
khi

，
 

'--" 

carapuru
号a

pi (tJ eyaea 
khi 

4
 1，

 tasuca 
~
h
a
p
g
e
y
a
ê
a
 
khi 

4
 1
，

 m
o
g
e
c
i
y
a
e
a
 
khi 

4
 1. 

開
牒
の

Pi
(
ーt-

J
 ey
a

に
5

k
h
i
，
 tasuca

の
.
Q
h
a
p
g
e
y
a

に
5

khi
，
 Mo
g
e
c
i
(
 -ya)

に
5

khi
。
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経
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兵
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兵
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a
y
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r
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h
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m
a
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(

日

)

4
2
2
E
o
q自
己
O

四
万
と
さ
れ
て
い
る
)
王
の
一
一
年
六
月
一
日
な
る
日
で
、
首
然
支
出
記
事
の
全
て
は
そ
れ
以
前
の

(

日

比

)

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
、

一
つ

は

E
Z
(
E
E
と
も
書
か
れ
、
、
H
，
F
O
B
E
氏
等
が
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

J
ユロ円

P

(

日

〉

を
意
味
す
る
活
と
考
え
ら
れ
る
)
の
穴
弓
Z
3
の
司

R
g
g
行
・
穴
三
白
巳
(
優

一
雄
氏
に
媛
れ
ば

『漢
書』

西
成
俸
に
記
さ
れ
て
い
る
都
善
園
の
都
城
た

の

玄
ミ
E
な
る
王
名
の

同

ν
白吋〈
E
S
行
に
闘
わ
る
支
出
、
そ
し
て
三
つ
目
は

C
Eヨ
Z
を
は
じ
め

2
2
(
S
E
と
も
脅
かれ、

る
汗
泥
に
削
到
隠
す
る
)
行

・
穴
7
0
g
ヨ
ロ
曲
(『漢
書』

西
域
傍
等
の
子
嗣
に
制
割
腹
す
る
)
行
に
関
わ
る
支
出
、
二
つ
目
は

E
Z
の

P
Mヨ
コ
与
え
白
の

(
日
)

↓
∞
ロ
『
『
。
宅
氏
の
述
べ
る
と
こ
ろ
に
嬢
れ
ば

徴
税
の
調
査
等
を
司
る
官
と
考
え
ら
れ
る
〉
の

ω白
雪
5
0苫
・
叶
ロ
ヨ

Z
F
・の曲目
S
F
等
四
人
に
よ
る
司

R
g
g
行
に
閲
わ
る
支
出
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
れ
ら
三
つ
の
支
出
項
目
で
共
通
し
て
レ
る
の
は
、

い
ず
れ
も
司

R
g
g
行
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
貼
で
こ
の
文
書
は
主

と
し
て
司

R
Z
S
開
連
の
支
出
を
記
し
た
も
の
と
言
え
る
よ
う
に
思
う
。

以
下
こ
の
文
書
の
具
健
的
内
容
に
つ
い
て

3
2
R同
関
連
の
支
出
項
目
を
中
心
に
見
て
ゆ
き
た
い
。

- 32ー

(二)

「
同
一白日
C
ユ叩可白

の
唱
曲
『〈回同国

戸汀

ま
ず
冨
]
曲
目
立
巾
志
の

H
U
R
S
S
行
閥
連
の
支
出
の
こ
と
で
あ
る
が
、

」
れ
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
文
章
一
一
日
の

4
行
目
迄
に
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
披
れ
ば
阿
C
H
Z
3
は、

仏
間
三
ク
王
妃
タ
の
剛
S
O
S召
ロ
同
行
の
際
広
釦

ク
こ
こ
に
ク
来
、

さ
ら
に

Hv
a
4
2同
へ
〈
怠
仏
}
己
官

な

る
事
を
す
る
鴛
出
掛
け
た
よ
う
で
あ
る
。
文
中
の
F
U

白
ゥ
こ
こ
に
。
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
書
が
作
成
さ
れ
次
に
述
べ
る
句
同
門
〈
色
白
行
の
魚
の

物
資
が
出
さ
れ
た
所
と
考
え
ら
れ
る
が

そ
の
寅
際
の
位
置
に
つ
い
て
は
後
に
燭
れ
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た

HUR〈同
g
で
行
な
っ
た
と
い
う

〈
同
誌
『
固
な
(
〈
3
4
E
E
と
も
書
か
れ
る
〉
な
る
事
に
つ
い
て
は
、

(

口

)

と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、

切
ロ
ロ
0
4
司
氏
が
山
で
行
な
わ
れ
た
あ
る
種
の
規
則
的
。

r
E
s
r
で
そ
こ
で

蒲
陶
酒
が
消
費
さ
れ
る
も
の
、

本
文
書
の

5
行
自
を
見
る
と
の
注
、

o
g
(
Z
3
遺
跡
群
の
賞
時
の
中
心
地
の
名
、
ま
た

(

凶

)

『
漢
書
』
西
域
俸
の
精
紹
園
に
蛍
た
る
)
で
も

s
i
r-官
は
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
質
佳
は

2
2
の

ω
A
S
H
O
E
等
が
H
V

白
2
同
S
へ
行
っ
た
の
も
、

た
だ
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

Z
-
E
遺
跡
全
鐙
が
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り

殆
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
貰
情
で
あ
る
。



そ
し
て

γ
色
白
の
可
E
Z
J白
σ色
白
が
H
V

白
円
〈
阻
冨
へ
行
っ
た
の
も
、

い
ず
れ
も
や
は
り
そ
こ
で

Z
1
Eぬ
同
の
事
を
行
な
う
魚
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

さ
て
こ
の

S
1
E
mす
な
る
事
を
す
る
痛
烈

5
3曲
が
司

R
Z
S
へ
出
掛
け
た
際
支
出
さ
れ
た
物
は
、
文
書
に
擦
れ
ば
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。ω唱

。
蒜

o
E
〈
吋
〉
に
よ
る
同

V
R
g
g
で
の
蒲
陶
酒

ω
e
G町曲
(
3
穀

N
B
E
B曲
H
C
W
E

川

w
拘

H
B
E自
由

ω
w
r
F

川

W
M
V
R
Z
Z
各
地
で
の
糧

H
5
5
5同

5
r
z

そ
し
て
そ
の
他
に

E
E
H
C
H
8
3
が
途
中
病
気
に
握
っ
た
ら
し
く
、
以
下
二
貼
不
時
の
支
出
も
な
さ
れ
て
い
る
。

H
B
E白
血

H
O
W
E

H
S
E
S曲
品

r
E

川

W
E
n
o
g
g
m
w
(
吋
)
で
の
蒲
陶
酒

ω
r
r
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川

W
R
O
E
(吋
)
で
の
穀

ま
ず

ωの
司
自

H
g
g
で

g
主
E
官
を
す
る
際
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
蒲
陶
酒

H
S
E
B白
品

r
E
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

書
の
凶
行
目
を
見
る
と

E
F
の
司
戸
S
E
E
-同
が

H
M
R
S
S
へ
出
掛
け
た
際
も
同
量
支
出
さ
れ
て
お
り
、
司
氏

g
g
で
の

4
2
4
E官
に

は
定
量
の
蒲
陶
酒
が
支
出
さ
れ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
ま
た
ち
蒜

o
E
に
つ
い
て
は
出

F
E冊
目
氏
が
、
蒲
陶
酒
の
震
の
一
定
の
容
器
で

(

四

)

そ
の
よ
う
な
容
器
に
入
っ
た
蒲
陶
酒
の
貯
蔵
に
附
随
す
る
全
て
の
事
物
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。 本

文

あ
る
匂
O
H
m

官
一
か
ら
振
生
し
た
語
で
、

ぃ
、-

の
ち
芯

o
E
に
よ
る
蒲
陶
酒
の
支
出
は
本
文
書
全
鐙
を
見
て
も
か
な
り
多
く
、

蒲
陶
酒
の
支
出
の
一
般
的
な
形
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ

る。

709 

つ
い
で

ωの
色
町
立

E
令
)
穀

N
S
E自白

E
r
r
-
そ
し
て

ωの
桁
一
H
g
E
B釦

ω
r
r
F
に
つ
い
て
は
、

の
往
(
復
)
路
の
食
料
と
し
て
支
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

」
れ
ら
は
H
U

同門〈色白

行
の
際

な
お
内
r
G
F
E
な
る
語
に
闘
し
て
は
、

本
文
書
に
一
度
出
る
だ
け
で
他
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の
文
書
に
は
全
く
見
い
出
さ
れ
な
い
認
で
あ
り
、
殆
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
貫
情
で
あ
る
。

ま
た

(4) 
の

日M
国司〈白押印

各
地
で
の
糧

H
S
H一
日
出

E
r
r
-
に
つ
い
て
は
司
R
g
g
各
地
に
滞
在
中
使
わ
れ
る
糧
食
と
思
わ
れ
、
あ
ま
り
問
題
は
な
い
。

あ
と
同
の
白
ng
白
(
司
)
で
の
殻

H
S
E
S白
E
r
r
-
と
川
仰
の
白
g
B
g同
(噌)

で
の
蒲
陶
酒

ω
r
E
と
は
、

百
円
丹
市
三
が
途
中
病
気
に

躍
っ
た
筋
臨
時
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

白ロ

O
B
あ
る
い
は
白

8
5
3白
な
る
所
に

穴

5
3白
(
等
〉
が
可
白
円〈由
S
行
の
途
中
臨
時
に

(

却

)

な
お
白

g
E
-
同
8
5
8白
と
は
白
no
か
ら
波
生
し
た
語
で
、

2
0
と
は

叶
}
d
o
g
s
氏
に
擦
れ
ば
騨
舎
の
如
き

(

幻

〉

も
の
で
あ
り
、
回
口
円
円
。
司
氏
に
撲
れ
ば
進
境
に
置
か
れ
た
哨
所
の
如
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

E
Z
の

目

立
巾
苦

が
〈
由
主
主
官

の
事
を
す
る
信
用

HV
R
g
g
へ
出
掛
け
た
際
に
は
比
較
的
多
く
の
物
が
支
出
さ
れ
て
い
る

滞
在
し
た
痛
で
あ
ろ
う
か
。

精
陶
酒
や
食
料
の
支
出
は

r
E
な
る
容
量
軍
位
で
も
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
の
よ
う
で
あ
る
。
以
下
少
し
こ
れ
ら
の
容
量
皐
位
に
つ
い
て
燭
れ
て
お
き
た
い
。
抑
々
こ
の
ヨ
5
5
p
r
E
な
る
容
量
畢
位
に
つ
い
て
は
、

(

忽

〉

早
く

~gs・0旬、
E
O
Z
G-K
Y
3
5・
HU釦
片
丹
同
日
目
所
牧
の

E
r
H
〈巾円ゲ
0
2
5
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
蛍
時

H
B
E
B曲
目
N
c
r
y
-
な
る

換
算
十年
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
そ
の
寅
際
の
容
量
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
た
と
え
ば

H
5
5
5同
H
O六
回
玄
白
h
E
S

(

幻

)

(

川

崎

〉

と
さ
れ
た

叶
r。
5
2
氏
に
披
れ
ば
、
最
小
単
位

H
r
E
は
お
お
よ
そ

ω・
ω
円
程
と
な
り
、
ま
た

H
ヨ
己
目
ヨ
曲

HH
N
o
ryF
を
チ
ベ
ヴ
ト
文
書

(

お

〉

(
m
m
)

等
の

H
r
r回一
H
M
O
σ円四

に
封
躍
す
る
と
さ
れ
た

出
到
『
切
巴

-3
氏
に
嬢
れ
ば
、

H
r
E
は
拘

N・
ω
円
と
い
う
数
値
と
な
る
。
と
こ
ろ
で

(
幻
)

こ
う
し
た
数
値
が
結
局
如
何
な
る
一意
味
を
持
っ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
際
参
考
に
な
る
の
は
た
と
え
ば

Z
0・
当
∞
文
書
で
、
そ
こ
で

(
お
)

一
人
一
日

H
H
r
E
を
基
準
に
行
な
わ
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
つ

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
嘗
時
、

ヨ
E
B
P

- 34ー

は

gNぎ
の

Z
E三
官
一同
等
の
官
人
へ
白
ヨ

E
4恕
ク
支
給
が
、

ま
り

N-U
N
あ
る
い
は

N・
ω
円
ほ
ど
と
さ
れ
る

H
r
E
な
る
容
量
車
位
は
、
穀
物
な
ど
の
支
給
の
際
に
は
、
官
人
一
人
一
日
あ
た
り
の
支
給

車
位
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
漢
代
の
居
延
で
の
漢
人
吏
卒
へ
の
支
給
例
と
較
べ
て
み
て
も
あ

る
程
度
う
な
ず
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
藤
枝
晃
氏
に
撲
れ
ば
、
漢
代
の
居
延
で
は
吏
卒
の
大
の
月
の
支
給
粟
は
三
石
三
斗
三

(
却
)

升
よs
升
で
あ
り
、
こ
れ
を
三

O
日
で
割
る
と
吏
卒

一
人
一
日
あ
た
り
の
支
給
量
は
一
斗
一
升
程
、

つ
ま
り

ω'HN
ほ
ど
に
な
る
の
で
あ
る
。
地



l
d
i
b
-
-
o
t
i
i
t
 

へ，
b
a
B
a
山
T

，
tuw

戸

、

川し
w
f
p
t
、H
ih
-
-
ad
HV
'
r

‘
，q

域
と
時
期
が
若
干
相
違
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
数
値
は
先
の

H
r
E
の
推
定
容
量
と
か
な
り
似
か
よ
っ
た
数
値
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は

H
W
E

を
官
人
一
人
一
日
の
穀
物
支
給
量
と
し
た
先
ほ
ど
の
考
え
が
、
そ
れ
程
無
理
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
先
に
述
べ
た

5
1
3同
の

H
V
R
S
S
行
に
際
し
て
支
出
さ
れ
た
蒲
陶
酒
・
食
料
等
の
お
お
よ
そ
の
量
が
推
察
出
来
る
の
で
あ

同
ハ
ル
円
同
町
立
の

3
2白骨同
行
で
貫
際
に
要
し
た
食
料
の
線
量
は
ど
れ
位
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
先

ωの
g
1
7
F官
の
魚
と
思
わ
れ
る
蒲
陶
酒

HE--F同

E
品

rrF
と
伺
川
仰
の
自
己
四
三
の
病
気
の
震
不
時
に
支
出

さ
れ
た
穀

H
g
E自国

H
O
W
E
-
蒲
陶
酒

ω
r
E
を
除
く
と
、
純
粋
に

可
R
S
S
行
の
放
程
で
要
し
た
食
料
は
、

ωの
仏

F
G
F
E
(吋)
穀

N

自
主
自
由

E
r
r
-
と

ωの
拘

H
B
5
5同
印
}
内
主
と
川
仰
の

H
J
H
S
S
各
地
で
の
糧

H
5
5
5曲
E
r
r
-
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
食
料
の

る
が
、
そ
れ
で
は
全
瞳
と
し
て
見
た
時
こ
の

の
支
出
項
目
を
見
る
と
、

総
量
は

ω
ヨ
壬
自
白

ω
w
E
と
な
る
。

さ
て
こ
の
線
量
印
自
己
回
目
白
印

W
E
の
食
料
は
恒
三
四
百
と
恐
ら
く
そ
の
従
者
等
の
篤
の
も
の
で
あ

- 35ー

っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
司
R
S
Z
行
か
ら
戻
っ
た
後
同
三
世
巳
に
行
き
そ
の
後
な
さ
れ
た
目
立
与
同
の
同

7
2
2
5同
使
節
行
で
要

し
た
食
料
総
量
と
比
較
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
文
書
2
行
自
に
言
わ
れ
て
い
る
広
田
ク
こ
こ
夕
、
す
な
わ
ち
ご
く
大
ま
か
に
言
つ

て
の
立
、

o
g
か
ら
句

R
S
E
迄
の
距
離
が
あ
る
程
度
推
定
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

で
。
行
っ
た

穴
y
。円曲ヨロ印

行
の
こ
と
は
、
主
と
し
て
文
書
の

6
J
7
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
使
節
行
と

1
行
自
に
記
さ

れ
て
い
る
王
妃
の
関
7
0
g
ヨ
ロ
同
行
と
が
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
全
く
不
明
で
あ
る
。

百
円
丹
叩
可
曲

が

円山口己

3
m
ク
使
節

さ
て

6
J
7
行
目
を
見
る
と
、

目
立
町
苫

の

穴
r
o
g召
E
使
節
行
で
要
し
た
食
料
は
簡
単
で
曲
目
宮
口
白
宮
m
m
〈由

5
0穀
・
糧
タ
ロ
ヨ
ニ

FB白
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
官
官

ゥ
畜
。

四
頭
に
関
わ
る
品

目
E
S白
の
穀
の
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
運
ば
れ
た
家
畜
四
頭
分
の
餌
だ
と
考
え
こ
こ
で
は
考
慮
に
入

れ
な
い
。
ま
た
つ
い
で
な
が
ら
7
行
目
の
穴
帥
C
F
が
受
け
取

っ
た
蒲
陶
酒
品

r
E
に
つ
い
て
は
、
百
円
丹
市
宮

、が

穴

y
o
g
A
d
E
か
ら
の
蹄
途

(

初

〉

。

(

但
)

Z
Z同
(
『
漢
書
』
西
域
停
で
好
菊
園
の
後
名
と
さ
れ
て
い
る
寧
粛
に
封
態
す
る
と
思
わ
れ
る
)
か
ら
穴
町
田
氏
芯
に
よ

っ
て
迭
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
報
酬
と
し

711 

て
支
出
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
穴
町
丹
市
苫
の
ヌ
r
o
gヨ
E
使
節
行
に
要
し
た
ロ

E
F
g
と
い
う
数
値
と
先
の
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E
H
g
g
行
に
要
し
た
食
料
の
線
量

ω
B
E
B曲
ω
r
E
と
を
較
べ
て
み
る
と
、
前
者
が
後
者
の
二
倍
以
上
の
数
値
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
勿
論
使
節
行
た
る
只

g
gヨ
g
行
の
特
殊
性
や
南
行
程
で
の
描
行
人
数

・
滞
在
日
数
の
違
い

な
ど
考
慮

す
べ
き
貼
は
色
々
あ
る
が
、
ご
く
大
ま
か
に
言
っ
て
司
R
g
z
行
が
町
内
y
o
g
ヨ
ヨ

行

よ
り

短
い
行
程

で、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
牛
分

位
の
行
程
と
も
考
え
得
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(MM) 

(穴

z
s
g
E
)
聞
の
距
離
は
八
五

O
里
と
算
せ
ら
れ
る
が
、
以
上
の
貼
を
考
慮
す
れ
ば
問
題
の

の
色
、
三
曲
J
司
R
S
E
聞
の
距
離
は
恐
ら
く
、

五

O
里
よ
り
は
少
な
く
ほ
ぼ
牢
分
の
四

O
O里
よ
り
多
い
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『漢
書
』
西
域
俸
に
撲
れ
ば
精
絶
(
す
な
わ
ち

p
q
o
g
)
J好
調
J
子
関八

さ
て
、

E
Z
の

百

円丹市苫

が
〈
忠
争
芯
同
な
る
事
を
す
る
矯
司
R
g
g
へ
出
掛
け
た
際
支
出
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
述
ぶ
べ
き
こ
と
は
以

上
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
今
一
つ
穴

5
3同
の

M
U
R
Z
S
行
関
連
の
支
出
項
目
で
注
意
す
べ
き
黙
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は

P
凶吋〈釦

g

と
あ
り
次
に

3
行
自
に
は
宮
2
丘町
制ロ
ク
同V
R
g
g
各
地
で
。

と
あ
る
よ
う
に
、
皐

数

・
複
数
南
方
の
表
現
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
前
者
は

-022〈
巾
印
5
m町
三
国
円
で
あ
り
、

後
者
は

-on阻
ま
巾
同
LEE-
で
あ

に
閲
し
て
、

2
行
自
に
℃
白
円
〈
同

g
ヨ
B
F
O
H
U
同門〈白

g
で
。

36ー

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

H
V
R
Z
S
な
る
地
名
は
元
来
車
敢
に
よ
っ
て
一
つ
の
山
を
指
す
場
合
と
、
複
数
に
よ
っ
て
言
わ
ば
あ
る
山
域
を
指
す
場

合
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

恐
ら
く
こ
れ
ら
は
殆
ど
同
じ
地
域
を
指
す
場
合
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
ら

H
V
R
g
g
の
地
の
車

複
南
方
の
表
現
法
の
存
在
は
、
嘗
時

日νR
g
g
の
地
が
あ
る
農
が
り
を
持
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。以

上

Z
0・
8
吋
文
書
の
÷
を
占
め
る

E
E
百
円
丹
市
苫
な
る
人
物
の
支
出
の
う
ち
同
M
R
g
g
行
に
関
わ
る
項
目
に
つ
い
て
見
て
来
た
が
、

こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
そ
の
事
跡
を
徴
し
得
る
他
の
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

l
文
書
が
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
。
本
文
書
に
は

7
行
目
の
終
わ
り
か
ら
9

行
自
に
か
け
て
、

E
宮
沢
豆
町
宮
の
命
で
な
さ
れ
た

同
E
E仏
、目

J
贈
物
タ
等
の
支
出
が
幾
っ
か
記
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分

同V
2
g
g
行
と

の
開
係
は
不
明
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
宮
】
曲
目
立
町
立
の

H
V
R
g
g
行
に
つ
い
て
分
か
る
こ
と
は
ほ
ぼ
以
上
に
壷
き
る
。



同

-
内
田
宮
司
ロ
ヨ
ロ
与
曲
目
向
と
の

FrF召同
0

・
ω品
一
曲
目
。
可
同
等
の
司
白
ヨ
白
骨
同
行

既
に
述
べ
た
よ
う
に

Z
0・
8
叶
文
書
に
擦
れ
ば
、
嘗
時
さ
ら
に
二
件
の
可
担
当
釦
S
行
が
行
な
わ
れ
た
よ
う
で
、

ま
ず
そ
の
一
つ
は

W
色白

の
司
ロ
ヨ

E
Z
F
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
文
書
の
叩
行
自
に
-
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
記
述
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
で
、

HUロ召

E
z
z
eか
宮
町
〈

a
zロ
今
回M
白H
4
三
回
各
地
に
。
出
掛
け
た
際
、

旬
。
蒜

o
E
(吋
)
に
よ
り

H
g
E
B同
品

r
E
の
蒲
陶
酒
が
支
出
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の

H
5
5
5白
仏

r
E
と
い
う
蒲
陶
酒
の
量
に
つ
い
て
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に

E
Z
恒
三
四
苫
の
司

R
g
g

行
で
支
出
さ
れ
た
量
と
同
量
で
あ
り
、

H
u
g
B
E
E
-同
の
場
合
も
目
立
町
宮
同
様

=
1
E官
な
る
事
を
す
る
篤

M
U
R
S
S
各
地
に
出
掛
け

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

HUC同何
回

E
E
F
の
場
合
は
百
円
丹
市
苫
の
時
と
遣
っ
て
句

R
S
S
行
に
要
す
る
筈
の
食
料
の
支
出
が
全
く
記
さ
れ

て
い
な
い
。
恐
ら
く
こ
れ
は
、
同
VZ召
E
Z
Z
の

H
V
R
g
g
行
の
食
料
が
全
く
別
所
か
ら
支
出
さ
れ
た
震
か
、
あ
る
い
は
司
ロ
ヨ

E
E
F
が
質

際
に
は
先
の
阿
C
H
Z
U可
同
と
一
緒
に

H
M
R
g
g
へ
出
掛
け
て
い
た
痛
か
、
ど
ち
ら
か
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
司
ロ
ヨ
コ
与
色
白
の

MV白H
4
同
区
行
に
関
わ
る
支
出
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
本
文
書
の
後
の
方
に
も
そ
れ
と
思
わ
れ

- 37ー

N
S
E
g白
の
穀

HUロ召
Eσ
弘
同
に
よ

っ
て
許
さ
れ
た

叩
行
自
の

ω即
応

2
5
3
・
H
V
Z
3
3
S
-
F比
三
官
官
等
が

ω帥
S
各
地
に
粛
し
た

H
N
r
E
の
蒲
陶
酒
、
ロ
行
自
の

(

お

〉

官
岳
五
、
白

ゥ
贈
物
。

と
し
て

HM白
昨
日
可
白
・
開
牒
の
虫
〔

1
7〕
刊
百
・

g
g
g
(、H，Z
B
S
氏
は
。
通
詩
。
と
推
定
さ
れ
て
い
る
)
の

O
E昆
ミ
白
・

(MC 

ZomM巾口
F(13)
等
四
人
に

ω
w
E
ず
つ
興
え
ら
れ
た
物
(
恐
ら
く
蒲
陶
酒
と
考
え
ら
れ
る
)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
行
自
の
嚢
官

る
も
の
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
日
行
自
の

a
g
ク
そ
こ
で
。
豪
官
の
牧
人
等
に

E
F
た
る

の
牧
人
等
へ
の
支
出
が

E
Z
た
る
司
ロ
ヨ

E
Z
Z
の
命
令
に
よ
っ
て
痛
さ
れ
て
レ
る
こ
と
、

日
行
自
の

ω白雪一
gou『
白
と
可
門
戸
U

忌

Z
Z
と
が

次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
嘗
時
可
ロ
B
E
E
-同
の
命
令
で
動
い
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の

ω同
口
同
行
も
】
VEB
E
E
-曲
の
命
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
同
じ
く
ロ
行
自
の
四
人
に
輿
え
た
。
贈
物
φ

が
、
前
節
で
燭
れ
た
穴

5
3曲
が
阿
P
O
S
H恒

E
行
か
ら
戻
っ
た

後

O
Y
3
m叫
ミ
同
等
に
興
え
る
よ
う
命
じ
た
蒲
陶
酒
の
贈
物
と
同
種
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ
っ
て
全
て
句

Z
M
E
Z
F
が
司

2
5
g

713 
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行
か
ら
戻
っ
た
後
、
途
中
あ
る
種
の
便
宜
を
受
け
た
者
達
に
報
酬
と
し
て
興
え
る
た
め
支
出
を
命
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
ま
ず
最

-
初
の
嚢
官
の
牧
人
等
に
許
さ
れ
た

N
S
E
g曲
の
穀
に
つ
い
て
は
、

HVロヨ
E
E
}由、が

H
V
R
S
S
行
の
際
彼
等
霊
官
の
牧
人
等
を
徴
設
し
た
の

で
、
そ
の
報
酬
と
し
て
穀
の
支
出
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
書
日
行
自
に
こ
の
記
事
の
後
「
〔
彼
等
は
〕

嚢
官
を
供
犠
に
〔
出
し
た
〕
」
と

あ
る
の
は
こ
の
聞
の
事
情
を
物
語
っ
た
も
の
で
、
文
中
の
供
犠

(
百
円
吋
回
目
印
)
と
は
あ
る
い
は
司

R
g
g
で
の

g
a
r
-官

の
こ

と
で
あ
ろ

う

(

お

)

か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
回
ロロ
od〈
氏
が

g
i
Em官
を

よ

2
去
一色
。
と
さ
れ
た
根
竣
は
こ
の
過
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

次
に

ω
品
2
5
3
等

三
人
が

ω臥
口
同
各
地
に
粛
し
た

H
N
W
E
の
蒲
陶
酒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
嘗
時
司

R
g
g
へ
行
く
に
は
い
っ
た
ん
東
方
の

(

町

四

)

ωω
ロ同(開口
ι
2
0
遺
跡
に
比
定
さ
れ
て
い
る
)
を
経
由
し
て
い
て
、
】
ν
ロ召

E
E一
回
が

3
2
2由
行
の
途
中
こ
こ
で
あ
る
種
の
便
宜
を
受
け
た
の

で

ω白骨
曲目

0
3
等
に
蒲
陶
酒
を
運
ぶ
よ
う
命
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同ハ
y
o
g
ヨ
ロ
同
か
ら
の
蹄
途

Z
M
E
か
ら
同
凶
巴
釦
に
よ
っ
て
迭
ら
れ
た
の
で
彼
に
蒲
陶
酒
品

F
E
を
興
え
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
に
類
し
た
支
出
と
し
て
は
、
前
簡
で
述
べ
た
百
円
広
志
が

時
司
氏

g
g
へ
行
く
の
に

ω帥
g
を
経
由
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

本
稿
の
「
結
語
」
で
今
一
度
鯛
れ
る
。

な
お
嘗

さ
て
次
に
ロ
行
目
最
後
の

- 38-

匂
同
岳
民
仏
、
曲
。
贈
物
φ

と
し
て

E
可
ミ
同
等
四
人
に
輿
え
ら
れ
た

ω
r
E
ず
つ
の
蒲
陶
酒
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
ほ
ど
述
べ

た
よ
う
に
穴

5
3白
が
回
会
。

g
ヨ

E
行
の
後

H
U
F
3
T
3
等
に
興
え
る
よ
う
命
じ
た
蒲
陶
酒
の
贈
物
と
同
様
な
も
の
で
、
こ
の
場
合
は

司
ロ
ヨ

Z
Z
F
が

3
2
2白
行
の
際
四
人
の
者
を
徴
用
す
る
か
し
た
の
で
、
そ
の
報
酬
と
し
て

z
r
r問
。
文
章
ア
で
そ
の
支
出
を
命
じ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
な
お
右
の
四
人
の
中
に
は
り

F右
mwa同
も
入

っ
て
い
て
、
こ
の

g
g
g
匂

73m町
四
百
が
阿
C
2
3mw-HVロヨ訪問
Z
Z
い
ず
れ

の
場
合
に
も
あ
る
種
の
働
き
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
迄
述
べ
て
き
た

γ
包
印
可
ロ
ヨ
コ
与
色
白
の
行
動
を
見
る
と
、

こ
れ
ら
雨
人
物
は
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た
筈
の
所
つ
ま
り

2
行
自
の

F
Z
J
」こ
。
と
は
本
来
遣
う
場
所
に
居
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
前
簡
で
述
べ
た

}SF
百
三
四
百

の
行
動
を
見
る
と

ま
ず
先
に
前

簡
の

同ハ可円巾可白

に
つ
い
て
言
え
ば
、

文
書
2
行
自
に
正
に

「
そ
の
時

E
F
の
穴

5
3曲
が
こ
こ
に
来
た
」

さ
ら
に

7
J
8
行
自
に
「
そ
こ
か
ら

(
t
o
r-
)
}色
白
の
足
下
か
ら
命
令
文
書
が

と
あ
り
関
片
岡

5
3
が
ど
こ
か

別
所
か
ら
「
こ
こ

c
g〉
」
に
来
た
こ
と
が
容
易
に
分
か
り
、



来
た
」
と
あ
る
の
で
、

そ
の
後
間
ぷ
弓
g
g
行
・
穴

z
E
E
行
・
同

7
0
g
g
D血
行
(
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
2
1
7
行
自
に
記
さ
れ
て
い
る
)
か
ら
戻
っ

た
際
に
は
、
今
度
は
「
そ
こ
」
な
る
場
所
に
居
た
こ
と
が
分
か
る
。

司
5
忌
与
色
白
の
場
合
は
、

Z
H
Z
3
の
如
く

同M
R
Z
E
行
に
際
し
て

消
陶
酒
の
支
出
が
魚
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
は
り
ル
Z

J
」こ
。
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
は
確
貰
と
思
わ
れ
る
が
文
書
に
は
そ
の
こ
と
が
記
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ
り
先
ほ
ど
燭
れ
た
日
行
自
に
「
他
に
、
そ
こ
で
公
昨
日
〉
豪
官
の
牧
人
等
に

E
F
の
足
下
か
ら
許
さ
れ
て
い
る
、

N
S
E
S白
の
穀
」
と
あ
り
、
さ
ら
に
ロ
行
自
に
は
「
他
に
、
贈
物
が
文
書
の
ゆ
え
出
さ
れ
た
」
と
あ
る
の
で
司

Z
5与
色
白
が
可
民
話
冨
行

「
そ
こ
」
な
る
場
所
に
居
り
、

を
果
た
し
た
時
に
は
す
で
に
広
同
ク
こ
こ
ψ

と
は
遣
う

そ
こ
か
ら
支
出
命
令
の
文
書
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
分

回
以
戸
田
門
官
官

σ色
白
と
同
町

5
3
と
は
元
来
各
々
本
文
書
作
成
地
た
る
い
小田
J
」こ
φ

と
は
違
う
場
所
に
居
り
、
そ
こ
か
ら

本
文
書
作
成
地
た
る

F
Z
J」
こ
。
に
来
、
そ
し
て

H
U
R
S
S
行
等
か
ら
戻
っ
た
時
に
は
い
ず
れ
も
同
じ
「
そ
こ
」
な
る
場
所
に
居
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
右
で
雨

E
F
各
々
の
元
来
居
た
場
所
が
具
瞳
的
に
ど
の
よ
う
な
場
所
で
あ
っ
た
か
に
つ
レ
て
は
今
一
つ
よ
く
分
か
ら

E
2
2血
行
等
の
後
雨

E
Z
が
居
た
「
そ
こ
」
な
る
場
所
と
同
じ
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
「
そ
こ
」
な
る
場

か
る
。

こ
の
よ
う
に
、

な
い
の
で
あ
る
が
、

39ー

所
に
つ
い
て
は
、
本
文
書
が
嘗
時
の
支
出
明
細
を
記
し
た
文
書
で
あ
る
と
い
う
黙
を
考
慮
す
れ
、
は
、
文
書
作
成
地
た
る

F
U
J」
こ
ラ
と
は
正

(

幻

)

に
逆
の
本
文
書
の
提
出
先
以
外
に
は
考
え
に
く
い
。
そ
れ
故
先
ほ
ど
の
両

E
V
が

H
V
R
g
g
行
等
の
後
居
た
「
そ
こ
」
な
る
場
所
と
は
、
そ

し
て
あ
る
い
は
雨
宮
E
が
本
来
居
た
場
所
で
も
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
正
に
本
文
書
の
提
出
先
の
こ
と
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
右
の
場
所

と
、
本
文
書
の
作
成
地
で
司

R
S
S
行
等
に
関
わ
る
様
々
の
支
出
が
寅
際
に
と
り
行
な
わ
れ
た

H
Z
J
」
こ
。
な
る
場
所
と
が
、

具
韓
的
に

z
q白
遺
跡
群
の
ど
こ
に
嘗
た
る
か
等
に
つ
い
て
は
次
一章
で
燭
れ
る
こ
と
に
す
る
。

さ
て
、

E
Z
P
H
H吋
M
E
E
E
の

H
V
R
S
E
行
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
こ
と
は
以
上
で
あ
る
が
、

に
は
そ
の
他
に
の
F
Eヨ
H
0

・
2
2
の

ω広
一
回
目
。
可
国
・
叶
ロ
ヨ
志
-E
・の己円
O
F
等
四
人
に
よ
る
、

出
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
文
書
U
J
ロ
行
自
に
記
さ
れ
て
レ
て
、

本
章
の
最
-初
で
鯛
れ
た
よ
う
に
、

本
文
書

い
わ
ば
第
三
の
司

R
g
g
行
に
関
わ
る
支

「
他
に
、

C
F
F
H
づ
き
と

2
2
の

ω蒜
曲
目

0
3
と
吋
ロ
ヨ

E
F
と

715 

の白}内
O
E
と
が
司
白
円
〈
阻

g
各
地
で
の
包
B
ス
ー
ヨ
〉
(
可
)
に
よ
る
∞

g
E
g白
の
蒲
陶
酒
を
受
け
取
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
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を
一
一
蹴
し
て
ま
ず
気
附
か
れ
る
こ
と
は

そ
の
記
し
方
が
第
一
と
第
二
の

つ
ま
り
穴

5
3同
と

ω白
雪
ヨ
OM可
同
の
日
U
R
g
g
行
の
場
合
と

少
々
異
な
っ
て
い
て
、
恰
も
本
文
書
が
作
成
さ
れ
た

Z
35
王
の

一
一
年
六
月
一
日
段
階
で
は
そ
の
震
の
蒲
陶
酒
は
受
け
取
っ
て
い
る

が
、
四
人
は
ま
だ

H
V
R
S
S
へ
は
出
掛
け
て
い
な
か
っ
た
か
の
如
き
印
象
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、

右
の
四
人
の
う
ち

2
2
の

ω品
曲
目

OM『
白
は
こ
れ
以
前
に
、
文
書

8
行
自
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

E
E
烈
豆
町
苫
の
命
令
で

O
E
R一
日
可
白
の
元
へ

2
2
の

ω外
5
5

と
共
に
蒲
陶
酒
の

ω
r
r
F
の
贈
物
を
粛
す
こ
と
を
し
、

さ
ら
に
そ
の
後
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

}
S
F
勺
ロ
ヨ
E
Z
Z
の
命
令
で
司
ユ
uB〈曲
g
等

と

ω仰
の
由
行
を
行
な
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。

」
の
よ
う
に

2
2
の

ω品
田

BOMB
な
る
人
物
は

文
書
作
成
地
た
る
広
白

J
」こ
ψ

で
食

そ
の
人
物
が
今
回
は

C
E
ヨ
g
等
と

料

・
蒲
陶
酒
等
の
支
出
に
於
い
て
重
要
な
役
割
を
捨
っ
て
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

HMRZ
S
へ
出
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
貼
が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の

ω品
白
5
0ヨ
等

の

E
H
E
Z
行
に
闘
す
る
記
事
の
前
後
に
は
、

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
司
ロヨ

E
Z
F
の
命
令
に
よ
る

恐
ら
く

司
ロ
ヨ

E
E
Z
の

M
U
R
E
S
行
の
後
行
な
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

正
に
そ
の
こ
と
を

】UE
づ
伊
与
一色
向
が

- 40ー

H
U
R
g
g
闘
係
と
考
え
ら
れ
る
支
出
項
目
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
こ
の

ω
A
2
5
3
等
の

H
V
R
g
g
行
も

F
E
E
Z
E
の
命
令
で
、

ω品
目
5
苫

に
質
際
に
命
じ
た
時
の
カ

ロ
シ
品
テ
ィ

l
文
書
が
別
に
設
見
さ
れ
て
い
る
。
次
章
で
は
こ
の
文
書
に
つ
い
て
ま
ず
見
て
み
よ
う
と

思
う
。

関
連
文
書

付

Z
0・
8
A
文
書

前
一章
の
最
後
で
少
し
燭
れ
た
、

E
F
の

HUCHづ
E
Z
F
が

2
2
の

ω芯
曲
目
。
uB
に

H
V
R
g
g
行
と
そ
れ
に
闘
わ
る

支
出
を
命
じ
た
文

(

叩

品

)

内』
V
Q
E攻
守
」

15QNY帆

g
h
u
H
J円
門
口
に
於
い
て

Z
0・0ω
品
の
番
鋭
を
附
せ
ら
れ
た
文
書
で
、

同
書
に
疲
れ
ば
全
文
左
の
如
き
も

警
と
は
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汝
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m
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共
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P
a
r
v
a
t
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あ
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v
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h
i
g
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(
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如
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m
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g
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n
a
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m
i
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y
a
h
i
 
parvatade 

cgitoe-

トHト
て
汝
に
よ
っ
て
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
か
の
地
で
汝
が
思
量
し
な
い
な
ら
，
か
く
心
懸
け
る
べ
し
。

P
a
r
v
a
t
a

か
ら

C
g
i
t
o

と



718 

(

叶

)

ロ回明白門同

}
g
E〈
目
立
広
〔可白〕

gu
同
巾
ロ
印
刷
包
『
戸
田

g
y
-
-b白白血刷曲同
4Mg〈0
・

淋
打
出
舟
M
U
M

臨
〔
斗
三
伏
〕
・
議
~
H
淋
行
持
耳
打
刊
行
掛
川
伊
九
件

A，
恥
V

N

V

o

h

い比
H
O見
〉

(
U

郎
同
件
。
~
い
の
白
W
C
4
色
白
什
宮
叩
m
E
B曲
作

巾円民向日叩白ロ叫
F

円。

nm凶

r
Z34
曲一酔

ヨ∞
m
E
B印刷白

g

r
u
g
の
可
ロ
ヨ
ロ
可
白
σ主国

が

4
2
c
の

ω曲目官
(
1
2
0
l
)
V
B

で
、
問
題
の
記
事
は

3
行
自
の
終
わ
り
か
ら

6
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
文
書
は
第
1
行
自
を
見
れ
ば
す
ぐ
分
か
る
よ
う
に

に
宛
て
た
命
令
文
書

z
z
p
=百
円
阿
山
、
白
ゲ
同
一
回
と
記
さ
れ
て
い
る
が

Z
E
E
-
1
z
z
z
の
名
が

(

4

)

 

こ
れ
の
方
が
本
来
こ
の
人
物
の
名
の
よ
り
正
確
な
表
現
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お

本
文
書
の

1
行
目
で

さ
て

本

文
書
の

3
J

6
行
自
に
か
け
て
の
問
題
の
記
事
と
は

「
い
ま

。hNFZ
と
の
と
内
〔
ロ
〕

S
F
と
を
そ
こ
に
私
は
迭
っ
た
。

汝
は
蒲
陶
酒
の

。
自
己
】
間
同
区
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。

(

必

)

か
の
地
に
於
け
る
如
向
な
る
馬
(
?
)
・

5
2白山町白
(
3
・〔口

E
S〕h
山由

(
3
・〈

5
ヨ
白
(
可
)
も
全
て
汝
に
よ
っ
て
出
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
も

(い
佼
円
。
と
の
伊
r
C
A
S
F
は

〔汝〕

と
共
に
可
白
2
同
g
へ
行
く
べ
き
で
あ
る
、

〈
印
明
会
一
郎
白
(
司
〉
を
す
る
篤

ヂ

」

o

b
v
 

し
か
の
地
で
汝
が
思
量
し
な
い
な
ら
、

か
く
心
懸
け
る
べ
し
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
先
の

Z
0・
8
吋
文
書
日
J
U
行
自
の
「
他

42ー

C
E召
さ
と

J
M

同
日
巳
の

ω国
営
H
U
O
M
『
白
と
、
叶
ロ
円
七

Z
F
と
の
と
S
F
と
が
H
V

白
2
田
仲
田
各
地
で
の

明白B
H
(
l
可
同
)
(
吋
)
に
よ
る
⑦
ヨ
三
百
四
の

(
必
〉

既
に
切
己
片
岡
0
4
司
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
前
者
の
の
松
門
?
の
島
三
色
白

と
い
う
記
事
と
較
べ
て
み
る
と

蒲
陶
酒
を
受
け
取
っ
た
」

な
る
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
後
者
の

C
E
g
g
-
の
岱
o
F
と
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
は
確
買
で
、

ま
た
書
か
れ
て
い
る
蒲
陶
酒
の
量
も

O
B
E
B印

と
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
り

そ
し
て
さ
ら
に
雨
者
い
ず
れ
に
も

H
M
R
g
g
の
事
が
記
さ
れ
て
レ
る
の
で
、

前
者
の
記
事
が
後
者
の
支
出
記
録

〈
あ
る
い
は
よ
り
正
確
に
は
受
け
取
り
記
録
)
の
元
に
な
っ
た
支
出
命
令
の
記
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
貼
を
ふ
ま
え
今

一
度
先
の
本
文
書
の
記
事
を
見
直
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。

ま
ず

Z
0・
8
寸
文
書

U
J
ロ
行
自
に
記
さ
れ
て
い
た
わ

FE円三
o
合再

5
)
・
ω品
即
日

0
3
・叶己円七

Z
Z
-
n白
E
E
(
P
E
S
-乙
等
へ
の
純

計
蒲
陶
酒

G
E
F
E
の
支
出
が
、
元
々
司
ロ
召
ロ
ヨ

z
z
qロヨ
Z
E
F
)
の
命
令
で

ω白
雪
ヨ

0
3
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
。
つ
ま
り
こ
の
時
蒲
陶
酒
の
受
け
取
り
手
の
一
人

ω
蒜
2
5
3
が
ま
さ
に
、

H
V

ロ
ヨ
ロ
ヨ

Z
F
の
命
令
で
自
ら
蒲
陶
酒
の
支
出
を
行
な
っ
て



前
章
の
終
わ
り
の
方
で
述
べ
た
よ
う
に
や
は
り

ω品
目

5
3
は

Z
0・
8
寸
文
書
の

H
Z
J」こ
(

ぇ

zoそ
こ
ψ

な
る
場
所
で
、
食
料
・
蒲
陶
酒
の
支
出
に
於
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
先
の
記
事
に
よ
れ

(

川

相

)

〈

必

)

(

必

)

(

円

引

)

ば

ω品一曲
gou『
同
に
は
そ
の
他
に
、
白
押

0
2
0馬
(
?
Y
-
B
S
A一回
(
3
・〔口町白骨曲〕郎同

(
3
・〈
5
目
白
(
吋
)
等
の
物
の
支
出
も
命
ぜ
ら
れ
て
い
る

い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
本
文
書
の

が
、
何
故
か

Z
0・
8
叶
文
書
に
は
支
出
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
な
い
。

本
文
書
の
記
事
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
次
に
、
蒲
陶
酒
。

B
F
E自
由
の
支
出
を
受
け
た

C
E
B
Z
(
わき
o
〉

-
F官
5
0
3
・
4
ロヨ
Z
E
・

の
拝
。
-
白
色
白

E
S
F
)
等
が
、
嘗
時
司
ロ
ヨ
ロ
ヨ

Z
F
に
よ
っ
て
司

R
g
g
へ
行
き

gar-h吋
白
な
る
事
を
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
右
の
四
人
の
う
ち
、
吋
広
告
耳
目
白
に
つ
い
て
は
本
文
書
に
記
述
が
無
い
の
で
よ
く
分
ら
な
い
が
、

あ
る
い
は
嘗
時

ω品
E
5
3
の
配

下
に
居
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

PHヨ
ロ

3
g
z
qロヨ
E
Z
-乙
の
命
に
よ
る
の

FF召
件
。
(
の
恥

5
〉・

ω品
一
曲
目
。
可
曲
等
四
人

の
句

R
g
g
行
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
前
章
の
終
わ
り
の
方
で
あ
る
程
度
推
定
し
得
た
の
で
あ
る
が
、
本
文
書
の
記
事
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、

そ
の
】

V
R
g
g
行
が
正
に
関
宮
町
三
や

HVロ
ヨ
旨
Z
E
自
身
の
そ
れ
の
如
く

g
芯
Em町
田
な
る
事
を
す
る
痛
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

本
文
書
の

6
1
7
行
自
に
「

3
2田
区
か
ら
の

mmZ
と
共
に
汝
が
還
れ
ば
、
彼
と
共
に
汝
は
こ
こ
に
来
る
べ
き
で
あ

る
の
で
あ
る
。

な
お
、

- 43ー

る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
嘗
時
同
U

ロ
召
ロ
苫
σ巳
同
(
司
ロ
ヨ

E
E
-乙
が

M
M
R
S
S
に
居
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
文
書
に
よ
っ

て
司
氏

g
g
行
を
命
じ
た
時
に
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
同

ν
5
6
3
E
F
は
既
に
自
ら
の
司

R
S
S
行
か
ら
戻
っ
て
来
て

い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

さ
て
今
一
つ
本
文
書
の
先
の
記
事
に
よ
っ
て
分
か
る
こ
と
は
、
線
計
蒲
陶
酒

OB--5同
の
支
出
を
受
け
た
四
人
の
う
ち
の
松
吉
右

E
g
S〉

と
の
と
S
F
(の
井
口

g
g〉

の
二
人
が
、
元
々
司

R
g
g
で

g
芯
E
h官
の
事
を
す
る
潟

HVロ
召
ロ
ヨ

Z
Z
の
元
か
ら
汲
遣
さ
れ
た
者
達
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
な
お
本
文
書
の

7
行
自
に
は
そ
の
他
に
冨
荷
主
自
同
な
る
人
物
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

Z
0・
8
叶
文
書
に
記
載
さ
れ

(

必

〉

蒲
陶
酒
の
支
出
を
受
け

M
V
R
g
g
に
行
く
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ

て
い
な
い
五
人
目
の
人
物
と
し
て
こ
の
者
も
、

719 

に
し
て
も
彼
等
は
、

同》戸同阿世ロ可同
Z
F
の
元
つ
ま
り
本
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る

J
」こ
。
な
る
場
所
か
ら
ま
ず

ω同品川曲目
0
3
の
元
す
な
わ

ち
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。
そ
こ
ク
へ
、
恐
ら
く
本
文
書
を
捕
え
て
行
き
、

。
そ
こ
φ

で

ω品
曲
目
。
苦

か
ら

同V
R
S
S
行
の
震
の
蒲
陶
酒
の
支
出
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
で
「
本
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
ゴ
」
こ
少
な
る
場
所
」

・
コ
そ
こ
乙
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら

J
」
こ
て
。
そ
こ
タ
と
言
っ
た

場
所
は
具
陸
的
に

Z
H
3
遺
跡
群
の
ど
こ
に
嘗
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
以
下
少
し
燭
れ
て
お
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
前
章
で
述
べ
た

Z
0・
8
寸
文
書
の
ク
そ
こ

0
・
0v」
こ
々
の
位
置
も
自
ら
明
ら
か
に
な
る
筈
で
あ
る
。

右
の
船
舶
を
明
ら
か
に
す

る
震
是
非
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
本
文
書
が

z
q同
遺
跡
の
ど
こ
で
瑳
見
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

ま
ず

設
見
者
で
あ
る

ω
5
5
氏
の
手
短
な
説
明
が
あ
り
、
そ
れ
に
援
れ
ば
本
文
書
の
護
見
場
所
は

Z
0・
8
叶
文
書
の
そ
れ
と
同
じ

Z
-
M内
}
口
×

家

屋
祉
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
そ
の
内
の

Z
0・
8
寸
文
書
が
護
見
さ
れ
た
通
路

ぞ
の
斜
め
郊
り
に
位
置
し
た
ゥ

O
B
n
p
と
思
わ
れ

(

川

叩

)

る
部
屋
H

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
書
は

Z
。・

8
吋
文
書
と
同
じ
家
屋
祉
内
で
設
見
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
こ

れ
迄
述
べ
て
来
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
若
干
奇
異
な
感
じ
を
輿
え
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

何
故
な
ら
こ
れ
迄
述
べ
て
来
た
よ
う
に
、

本
文
書

- 44-

は
同
〉ロ召ロ可同ゲ同一回

(
F
S
F
Z
F
)
か
ら

ω品
一白同
HHO苫
へ
宛
て
た
文
書
で
、

同ν
ロヨ

E
Z
E
(と
百
円
丹
喜
由
)
の
居
た
場
所
に
迭
ら
れ
る
文
書
だ
っ
た
の
で
、
本
文
書
が
護
見
さ
れ
る
際
に
は

Z
0・
8
寸
文
書
と
全
く
異
な

る
場
所
で
震
見
さ
れ
る
と
考
え
る
の
が
普
通
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
本
文
書
に
閲
し
て
は
そ
の
命
令
内
容
の

一

一
方

Z
0・
8
寸
文
書
は
逆
に

ω
A
2
5
3
の
居
た
場
所
か
ら

部
が
賀
行
さ
れ
て
い
る
の
で
護
送
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
に
劃
し
て
、

Z
0・
8
寸
文
書
は
支
出
明
細
報
告
書
と
思
わ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
嘗

時
護
、
逸
さ
れ
た
と
い
う
明
誼
は
殆
ど
無
い
。
そ
れ
故
、
本
文
書
は

Z
0・
8
寸
文
書
と
同
じ

Z
・
M
M内日凶

家
屋
祉
内
で
護
見
さ
れ
て
は
い
る
が
、

そ
れ
は
本
文
書
が
司
g
甘
口
苫
寸
曲
目
白
の
元
か
ら
護
送
さ
れ
て
来
た
後
そ
こ
に
そ
の
偉
残
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

一
方

Z
。・

8
寸
文
書
の
場
合
は

何
ら
か
の
理
由
で
瑳
迭
さ
れ
な
い
ま
ま
そ
こ
に
残
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

な
お
本
文
書
の
瑳
迭
先
が
瑳
見
場
所
で
あ
る

ω白
雪
8
0
3
に
宛
て
た
命
令
文
書
で

z-Mハ凶円以一
家
屋
祉
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
節
で
述
べ
る
三
文
書
、
が
い
ず
れ
も
本
文
書
同
様
句
ロ
ヨ
ロ
ヨ

E
E
か
ら

そ
れ
ら
が
本
文
書
と
全
く
同
じ
地
黙
で
護
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

の



よ
う
に

本
文
書
と
そ
し
て

Z
。・

8
寸
文
書
が
護
見
さ
れ
た

Z
・
}
内
》
内
只
一
家
屋
枇
こ
そ
正
に
、

本
文
書
の
護
迭
先
で
あ
る

ω品
曲
目
0
3
の

居
た
場
所
す
な
わ
ち
本
文
書
の
。
そ
こ
。
だ
っ
た
の
で
あ
り

ま
た
同
時
に

Z
0・
8
斗
文
書
の
作
成
さ
れ
た
場
所
す
な
わ
ち
同
文
書
で
い
う

J
」
こ
。
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
も
う
一
方
の

右
の
場
所
と
は
ち
ょ
う
ど
逆
の
嘗
時
間
》
ロ
召
ロ
3
E
F
が
居
て
本
文
書
を
作
成
し
た
場
所
、

一
位

z
q同
遺
跡
群
の
ど
こ
に
嘗
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
所
に
つ
い
て
ま
ず
言
え
る
こ
と
は
、
こ

の
他
に
同
月
芯
百
も
居
て

Z
0・
8
吋
文
書
の
本
来
の
提
出
先
で
あ
っ
た
場
所
、
す
な
わ

す
な
わ
ち
本
文
書
で

J
」こ
φ

と
記
さ
れ
る
場
所
と
は
、

の
場
所
が
同
時
に
、

H
M
C
5
3
白
σ色
白
(
司
ロ
ヨ
ロ
可
釦

Z-乙

ち
同
文
書
で
ゥ
そ
こ
。
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
貼
に
つ
い
て
は
こ
れ
迄
述
べ
て
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
直
ち

に
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
そ
の
貫
際
の
場
所
に
つ
い
て
は
今
一
つ
分
か
り
に
く
い
黙
が
多
い
。

た
だ
、

Z
F
3
遺
跡
群
中
央
よ

り
や
や
北
寄
り
に
あ
る

Z-
〈
-
H
〈
家
屋
祉
か
ら
は
、
首
時

】μ
Z
円沼田白
-E
Z
の

E
-
m
n
F
(
E
B
O
(
1ヨ
j
)

2

と
も
常一回
か
れ
る
も
の
で
、
H
E
B
E
氏
は

(

印

)

(

日

)

J
2
2
r
の
誇
を
輿
え
て
お
ら
れ
る
)
で
あ

っ
た

HV2益
田
区

g
な
る
人
物
に
関
わ
る
契
約
文
書

Z
0・
ω臼

文
書
が
ほ
ぼ
完
全
な
姿
で
護
見
さ
れ

(

臼

〉

て
い
る
が
、
そ
の
円
。〈
2
5
m
g
Z
2
の
封
印
の
横
に
は

- 45-

2
由
自
己
召
仏

E
rと
倍
。
ロ
ヨ
ロ
曲
ゲ
白
戸
田
明
白
・

れ
い

δ
段
召
F
H
W色白

δ

同》巳同百出向島】同友見
)
(
A
V
δ
)
。

(

臼

〉

と
記
さ
れ
、
文
書
中
身
の
末
尾
に
は

-
F
E
E
5
3白
P
E召
ヨ
吉
田

5
0
5白
σロ
LEU『巾岡戸田

B
乱
高

EUBM】三円釦

E
-白
宮
円
七
山
間
ゲ
曲
一
同
町
由
同
ロ
曲
丘
一
可
白
ロ
曲
・

池
ハ
阿
見
)
、
開
ボ
汁

N
V
-
S
F
吊〉

Hvzadzz-白
河
)
臥
す

4
4
4・
世
持
主
」
見
〉
宮

0
5白
ZFH(luN由
)
R
K門

J
1
門
鵬

Huu皆
、
汁
。

と
記
さ
れ
て
い
て
、
司

Z
M
E
E
F
の
命
令
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
あ
る
い
は

Z
・
〈
-
u
Q
家
屋
祉
が
嘗
時

PH召訪問ゲ回目白

(目

u
E
Z
E
E
-乙
の
居
た
問
題
の
場
所
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

Z
0・
8
寸
文
書
2
行
目
で
「
g
N
V
O

の

721 

な
お
こ
の
家
屋
祉
に
は
、

(

臼

)

ω
o
ヨ
官
官
の
時
に
」
と
記
さ
れ
て
い
る

n
O
N
Z
ω
O
H
W
吉
宮
も
嘗
時
居
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
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」
の
よ
う
に
し
て
、
本
文
書
で
今
そ
こ
φ

と
記
さ
れ
ま
た

Z
0・
8
斗
文
書
で
。
こ
こ
。

と
記
さ
れ
る
場
所
が

Z
・M

内}内
H
M
家
屋
祉

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
逆
に
本
文
書
で

J
」
こ
少
と
記
さ
れ

Z
0・
8
寸
文
書
で

ゥ
そ
こ
。

と
記
さ
れ
る
場
所
が

Z
・〈
-
H〈

.) 
4 

家
屋
祉
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
あ

図

る
が
、
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
雨
家
屋
が
嘗
時

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
、

こ
の
貼
に
つ
い
て
次
に
少
し
述
べ
て
お
こ

- 46-

う
と
思
う
。
ま
ず
前
者
の

Z
・
M
M
口
V
門
家

屋
祉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
今
迄
述
べ
て
来
た
こ
と
か
ら
見
て
、
嘗

(

日

)

入
を
司
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
確
買
で
あ
る
0
2
2口
氏
の
附
固
に
擦
る
と
、
こ
の
家
屋
祉
は

E
B
X
E
B
程
の
大
き
さ
の
も
の

時
主
と
し
て
設

・
浦
陶
酒
等
の
物
資
の
出

で
、
内
に
は
本
文
書
が
護
見
さ
れ

J
E
n
p
に
比
定
さ
れ
た
部
屋
ケ
や

Z
0・
8
吋
文
書
が
護
見
さ
れ
た
通
路
と
言
わ
れ
て
い
る
空
間
守
も
含

め
て
八
つ
の
部
屋
が
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
で

Z
0・
8
寸
文
書
が
護
見
さ
れ
た
通
路
に
通
ず
る
最
も
大
き
い
部
屋
4

は
、
あ
る

い
は
首
荷
物
資
の
入
っ
て
い
た
倉
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

Z
-
M内〉ハ円以

家
屋
祉
と
は
こ
の
よ
う
な
環
境
を
備
え
た
物
資
出

入
の
役
割
を
果
た
す
役
所
の
よ
う
な
所
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

さ
ら
に
こ
の
家
屋
祉
は

H
V
R
Z
S
方
面
へ
出
掛
け
る
際
便
利



な
位
置
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

E
F
の
同
町
円
四
百
や
】
U
C
召

E
V曲
目
白
も
こ
こ
に
来
て
こ
こ
か
ら

M
M
R
Z
E
へ
出
掛
け
た
の
で
あ
り
、

C
F
S
Z
(の白書。〉・
ω白血叫曲目
0
3
等
も
司
ロ
ヨ
ロ
可
与
白

r
q
z
s
z
z
g〉
の
命
令
で
こ
こ
か
ら

E
H
Z
g
へ
出
掛
け
よ
う
と
し
、

簡
で
述
べ
る
よ
う
に

Z
0・
8
寸
文
書
叩
行
自
の

H
U
H
-
3
5
g
も
こ
こ
か
ら
同
M
R
S仲
間
へ

行
く
よ
う

ヲ
与
ロ
ヨ

E
E
に
よ

っ
て
命
ぜ
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

z-
凶
凶
H
M一
家
屋
祉
は
嘗
時
(
U
同
仏
、

o
g
方
面
か
ら
司

R
S
S
へ
行
く
際
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
嘗
時

HUZ召
E
E
E
や
関
町
丹
市
苫
等
が
居
た
と
思
わ
れ
る

Z
・
〈
-
H
4

家
屋
祉
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ

(

日

)

か
ら
多
数
の
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
l
文
書
が
護
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
文
書
に
於
い
て
宛
名
と
し
て
少
な
か
ら
ず
そ
の
名
が
登
場
す
る

(

幻

)

n
O
N
ゲ。

ω。同官官}内曲
、が

回

5
5
4司
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
こ
の
地
方
で
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
家
屋
社
か

さ
ら
に
次

ら
は
有
名
な
カ

ロ
シ
品
テ
ィ

l
文
書
の
年
代
を
決
定
す
る
鍵
と
な

っ
た

〈

回

〉

(

印

〉

漢
文
木
簡
等
も
多
数
設
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
お
く
に
止
め
た
い
。

「泰
始
五
〈
二
七
O
〉
年
十
月
戊
午
朔
廿
日
丁
丑
」

の
日
附
の
入
っ
た

こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
も
、

Z

〈
-
H
4

家
屋
枇
が
嘗
時
こ

- 47ー

の
地
方
で
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
レ
た
場
所
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
と
思
う
。
な
お

ω芯
吉

氏
の
地
聞
に
接

(

伺

)

る
と
、
こ
の

Z-
〈
-
H
〈
家
屋
社
と
先
の

Z
-
M内
}
内
円
以
一
家
屋
祉
と
は
直
線
距
離
約
∞
}
向
日
程
の
距
離
で
あ
る
。
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て
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以
上
で

Z
0・
8
吋
文
書
日

J
ロ
行
自
の
支
出
記
録
の

元
に
な
っ
た
命
令
文
書
す
な
わ
ち

Z
0・
⑦
注
文
書
に
つ
い
て
遮

べ
る
べ
き
こ
と
は
ほ
ぼ
壷
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
う

3 

度
本
文
書
の
記
事
を
見
直
し
て
み
る
と

2
行
自
に

「
ま
た

闘

私
が
二

・
三
度
こ
こ
か
ら
、

汝
こ
こ
に
来
る
べ
し
、
と
い
う
文

書
を
そ
こ
に
逢
っ
て
い
る
」
と
あ
り
そ
の
後
に
叱
責
の
文
が
記

さ
れ
て
い
て
、
嘗
時
本
文
書
の
護
、
迭
以
前
に
司
ロ
召
ロ

3
Z
F
が

ω蒜
曲
目
。
苫
の
元
へ
二
・
三
通
の
文
書
を
迭
り
自
ら
の
元
に
来
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m
a
h
a
r
a
y
a
p
u
t
r
a
 
kala 

p
urp.

n
y
a
b
a
l
e
n
a
 
lihati

.
向

su
s
a
g
i
m
o
y
a
e
a
 arogiyo 

大
王
の
息
子
た
る

kala
の

P
urp.

n
y
a
b
a
l
a

が
記

す
c

世
as
u

の
S
a
g
i
m
o
y
a

に
健

康
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pr

句
eti.
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d
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b
h
a
v
i
d
a
v
o
 
y
o
 lihami
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y
arp. 

ca 
atra 

日
lasu

a
v
a
m
l
c
l
 

tatra 
cavala 

を
迭
る
。
私
が
記
す
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
蒲
陶
濁
の
債
務
で
あ
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
も
か
の
地
で
急
、
ぎ
集
め
ら
る

sarp.
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e
号a

m
a
s
u
 

parvatarp.
m
i
 

べ
き
で
あ
る
。
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漏
陶
酒
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r
v
a
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の
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が
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る
べ
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あ
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o
v
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吋

higa
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が
魚
さ
る
べ
き
で
あ
る
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ま
た
，

雌
豪
官

4
と
雄

豪
官
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あ

る
だ

け
，

か
く

こ
れ
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同
ロ
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四
回
4
0
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ω
u
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潤
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が
九
時

AJ恥
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れ
れ
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掛
川
明
N
V

九
時
t
q
恥
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N
V

。
仏
間
汁
・
口
町
O
間
同
(
噌
)
応
)
]
回
同
百
円
四
(
可

)
M
U
U
刊
行
行
掛
川
明
N
V
入
山
明
」
リ
恥
叩
N
V

。

曲
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.、岡田
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it t;" 

n z 
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ロ
阻

〉
Cう
i業
円
会社

刷出

-3回
召
ロ
品
同

- 49ー

持』

7す

σ3 
) 

-
・
自
由
・
・
・
・
・
・
・
〔
7
・
t
〕・・・・・・・

2
5
4
-冒
と
丘
四
日
「
己
E
-
-
-

:
・
内
向
い
符
剖
F
F
H
怖
d
汁。

内
向
い
:
・

さ
て
、
本
文
書
の
内
容
で
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は

3
1
5
行
目
の
記
事
で
あ
る
。

(

位

〉

ら
く
最
初
に

ω品
-
B
0
3
3
m官
目
。

E
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
に
自
ら
の
元
へ
来
る
よ
う
命
じ
た
時
の
献
況
が
多
少
な
り
と
も
分
か
る
か
ら
で

(

臼

)

あ
る
。
す
な
わ
ち

3
J
5
行
自
の
記
事
に
擦
れ
ば
、
そ
の
時
の
用
向
き
は

Z
H
M
H
m
E
S
ロ
ョ
。
司
氏
に
壊
れ
ば
馬
・

察
官
に
閥
る
総
迭
の
こ
と
を
司
る

雌
雄
の
裏
官
・
宮

-yo税
て
穀
に
よ
っ
て
購
入
す
べ
き

g
g印
g
官
。
蹴
鍛
。
三
枚
・
口
百
訪
問

何
故
な
ら
こ
れ
に
よ
っ
て
、

嘗
時
H
J
H

召

ロ

可

曲

σ色
白
が
恐

官
と
考
え
ら
れ
る
)
や
そ
の
従
者
ら
と
共
に
、

(

臼

)

の
『
召
2
S
5
3
4〈
氏
に
嬢
る
と
。
あ
る
種
の
農
産
物
の
規
定
量
。
と
い
う
程
の
意
味
に
な
る
)
な
ど
を
粛
す
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

725 

と
こ
ろ
で
、
本
文
書
に
は
ム
ユ
つ
注
意
す
べ
き
記
事
が
右
の
記
事
の
前
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

2
J
3
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
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そ
れ
に
よ
れ
ば
蛍
時
は
司
ロ
ヨ
ロ
可
白

Z
Z
は

ω品
H
5
0
3
に
ま
ず
、

酒
の
債
務
分
(
恐
ら
く
税
と
し
て
の
未
徴
枚
分
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
を

S
可
曲
。
か
の
地
で
。
急
ぎ
集
め
、

る
M
M

同門〈由

g
行
の
こ
と
を
命
じ
た
と
思
わ
れ
る
記
事
で
あ
る
。

、蒲

陶

そ
の
蒲
陶
酒
で
も
っ
て
可

R
g
g
で

s-zm叫
同
の
こ
と
を
す
る
よ
う
命
じ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
こ
の
命
令
は
、
先
に
述
べ

た

Z
0・。
法
文
書
で
同
じ
類
の
命
令
が
出
て
い
る
の
で

直
ち
に
賀
行
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
蒲
陶
酒
の
債
務
分
を
集
め
そ
れ
で
も
っ
て
司
氏

g
g

文
書
に
よ
っ

て

ω白
官

B
Z曲
が
そ
れ
を
質
際
に
支
出
し
た
こ
と
が
確
質
な

で
の

gazm官
の
分
に
嘗
て
る
よ
う
命
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
後
に

Z
0・
8
ム
文
書
で
M
M

ロ
ヨ
ロ
苫

Z
F
が
そ
の
支
出
を
命
じ
、

Z
0・
8寸

「

g
B
F
(1
3
)
令
〉
に
よ
る

∞
ヨ

E
S白
の
蒲
陶
酒
」
と
は
、
元

々
本
文
書
で
右
の
よ
う
に
し
て
集
め
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
蒲
陶
酒
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
文
書
に
は
理
解
し
得
る
限
り
で
は
以
上
二
種
の
命
令
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
二
種
の
命
令
の
う
ち
右
で
述
べ
た

3
3白区
行
に
闘
る
命
令
の
方
が
先
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
文
書
で

P
5ロ
ヨ

Z
F
は
ま
ず

句
R
g
g
行
の
こ
と
を
行
な
い
そ
の
後
自

ら
の
元
へ
諸
物
を
粛
す
よ
う
命
じ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
れ
ら
の
命
令
は
い
ず
れ
も
直
ち
に
寅

- 50ー

行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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司
ロ
ヨ
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出
し
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令
文
書
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文
書
で
あ
る
。
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こ
の
文
書
の
内
容
で
ま
ず
注
意
す
べ
き
黙
は
、
第
1
行
目
の
文
章
が
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
て
本
文
書
の
前
宇
部
分
が
飲
落
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
黙
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
来
本
文
書
と
針
に
な
っ
て
使
わ
れ
本
文
書
の
今
は
見
ら
れ
な
い
前
半
部
分
が
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

5仏

R
S
Z
2
が
失
わ
れ
て
し
ま

っ
た
震
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
れ
故
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
た
筈
の
本
文
書
の
護
し
手
の

名
と
、
最
も
重
要
な
前
宇
部
分
の
内
容
が
殆
ど
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
前
者
の
文
書
の
護
し
手
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
、
本
文
書
の
内
容
か
ら
恐
ら
く
H
M
Z

召
ロ
苫

Z
F
で
あ
る
こ
と
が
確
買
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

内
容
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
全
く
致
し
方
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

後
者
の
重
要
な
前
宇
部
分
の

727 

さ
て
、
そ
こ
で
本
文
書
の
具
程
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
本
文
書
は
全
睦
と
し
て

ω
品
目
5
3
に、

(
伺
)

へ
行
き
そ
こ
で
∞
Y
H
F
E
o
献
泊
。

.
5削
同
官
官
曲
。
肉
0

・

3
雪
(
噌
〉
な
る
物
を
購
入
し
そ
れ
ら
の
物
を
「
こ
こ
吉
区
吉
岡
苫

Z
F
の
居
た
場
所
と
思

冨
ロ

-
Z
3
な
る
者
と
同

V
2
2
g
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わ
れ
る
)
」

へ
運
ぶ
よ
う
命
じ
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
命
令
内
容
を
先
ほ
ど
の

Z
0・
S
N
文
書
の
命
令
内
容
と
較
べ

て
み
る
と
、

い
ず

れ
も
句
釦
同
〈
白
S

へ
行
っ
た
後
自
ら
の
元
へ
諸
物
を
持
っ
て
来
る
よ
う
命
じ
て
レ
る
の
で
、

本
文
書
の
命
令
内
容
と

Z
。・

S
N
文
書
の
そ
れ
と

の
聞
に
は
あ
る
種
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
右
の
命
令
内
容
を
見
る
と

ω白
雪
5
0
3
に

E
円
〈
白
冨
で

m
E正
問
。
隊
油
0

・
5
2
d
丹羽田

グ
肉

て

三

官

(
噌)
な
る
物
を
購
入
す

嘗
時

H
M
R
Z
S
で
は
こ
れ
ら
の
物
を
産
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

(

印

〉

(

初

)

と
は
わ
主
、

o
g
附
近
で
も
産
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
可
O
一
宮
な
る
物
に
つ
い
て
は
全
く
不
明
で
司

R
g
g
で
の
み
産
し
た
物
と
思
わ
れ
る
。

な
お
本
文
書
に
は
、
以
上
述
べ
た
命
令
の
他
に
穀
に
閲
す
る
確
定
と
い
う
命
令
が

3
J
5
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
記
さ

る
よ
う
命
じ
て
い
る
の
で

こ
れ
ら
の
物
の
う
ち

J
酢
油
。
と
ク
肉
。

れ
て
い
る
穀
は
、
既
に
述
べ
た

Z
0・
S
N
文
書
で
そ
れ
に
よ
っ
て

g
〈
g
g
m
V
4蝋
鍛
ψ

を
買
う
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
穀
の
こ
と
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

- 52ー

さ
て
、
右
に
述
べ
た

2
0・
8ω
文
書
の
次
に
更
に
句
ロ
ヨ
ロ

3
E
E
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
命
令
文
書
が
、
以
下
述
べ
る

Z
0・
8ω

(

九

)

文
書
で
あ
る
。
同
文
書
は
表
側
に

同
) 

A
F
E
E白川曲目
ou『間切

H
F
U

有印〈曲冨

田
町

w
n曲

A
M

曲
目
白
見
)ω
白
品
川
曲
目
。
可
曲
作
司
江
山
、
雲
氏
白

(¥-

d 

(

N

)

 

〈H
M

『曲目
F

仏白〈。・

(同

12
n汚

τパ
)
耳
ヰ
mu
斗
H
N
V
λ

吋

i
q
砂
川
V

o

(η
〉

と
記
さ
れ
、
裏
側
に
は
左
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
文
書
で
あ
る
。

(日刊曲吋)〔
}
H
F

釦同門帥
〕

口
同

i
r
Z
2
5
2
 
唱曲同〈同一[白
adロピ

同】門戸山『白〈同門田

国

z
r
s
g同白血
rコ
白

ru『民同印巾可巾ロ同

(

晶
V
)

〔
「
内
向
い
e
q
〕
終
(
嚇
〉
砂
川
副
市
U
E
H
H
m
u
(
3
・

M
U
R
g
g
y
p
-苫
g
s
~
H
ω
ロ
}
内
日
目
白
什
法
阿
ハ
三

z
d白
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g
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d
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v
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koj'ava 

tavastaga 
ghrida;;!a 

ca 
krinidavo. 

tatra 
k
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r
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a
m
i
 

0
-

(
と
共
に
)
行
く
べ
き
で
あ
る
。
か
の
地
で
毛
覆
い
と
蹴
鍛
と
因
不
油
と
が
買
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
か
の
地
で
務
め
に
精

(3) 
s
u
k
a
 a

句
jidavo

.
y
a
h
i
 
a
h
u
n
o
 b
h
u
y
a
 sisila 

ocl'isarp.
tu，

 taha 
m
arp.

n
a
s
arp.

m
i
 h
o
-

勘
す

べ
き

で
あ

る
。

も
し

今
，

更
に

汝
(

等
〉

が
僻

怠
す

る
な

ら
，

か
く

心
懸

け
る

(4) 
tu. 

avi 
h
eザ

i
p
a
s
a
v
a
 

avasa 
krinidavo. 

y
arp. 

ca 
labhisarp.

tu 
taha 

n
a
m
a
 

n
a
m
e
-

ベ
し
。
ま
た

，
山

羊
(

?
)

な
る

畜
が

必
ず

買
わ

る
べ

き
で

あ
る

。
汝

(
等
)
が
得
る

如
何
な
る
も
の
も
か

く
名
前
名
前
に

(5) 
n
a
 

p
r
a
v
arp.

n
a
g
arp.

m
i
 

lihidavo
.
 

lsa 
p
r
a
h
arp.

davo. 
aVl 

p
a
r
a
n
v
a
r
号l

pnyavata;;!a 

よ
っ
て
受
け
取
り

書
(
?
)
に
書
か
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
に
迭
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
，
一
昨
年
の
も
の
(
?
)
.

Priyavata
の

v
a
m
t
l
 

7
G
~
こ

(6) 
kalasa 

1
 m
a
s
u
 a;;!i. 

e
d
a
 
kalasa b

h
irp.

nitaya 
m
arp.

treti. 
e
d
a
 
kala

sa
 2
 priyava-

蒲
陶

酒
1
瓶

が
あ

っ
た

。
こ

の
瓶

が
割

れ
た

と
彼

は
報

じ
て

い
る

。
こ

の
瓶

2
が

P
r
i
y
a
v
a
-

(7) 
ta;;!a 

paride
自o

d
h
e
d
a
v
o
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yahi 
p
a
s
a
v
a
 b

a
h
u
 labhi匂rp.

tu
，
s
u
k
m
a
n
e
n
a
 ;;!adha 

isa 
a-

ta
か
ら
排
済
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
し
畜
を
多
く
汝
(
等
〉
が
得
れ
ば
，

S
u
k
m
a
n
a

と
共
に
こ
こ
に

昔話

(8) 
nidavo. 

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
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か
ら
そ
れ
が
司

5
6可同
Z
F
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
命
令
内
容
の
前
宇
部
分
が
鉄
落
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

Z
0・8ω

文
書
の
場
合
同
様
如
何
と
も
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
本
文
書
の
場
合
こ
の
黙
は
特
に
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
本

文
書
の
表
側
に

ω品
曲
目
。
苫
と
そ
し
て
司
江

3
g
g
に
宛
て
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
本
文
書
の
内
容
は

p
q岩
見
出
に

闘
す
る
も
の
が
多
く

そ
れ
故

ω品
2
5
3
自
身
に
開
る
主
要
な
命
令
は
瑳
見
さ
れ
て
い
な
い
前
宇
部
分
に
記
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
同
M
H
F
U

可
印
〈
釦
仲
間
に
閲
す
る
命
令
を
見
て
み
る
と
、

-
J
2
行
自
に
か
け
て
、
え
E
tγそ
こ
。
す
な
わ
ち
本
文
書
の
設
見
地
た
る

z・}ハ
M

H

}

内
遺
祉
附
近
で
何
か
不
明
な
る
物
を
寅
ら
な
い
な
ら
、

F
F
3
g
g
と

ω
z
r
g白
E
と
が
同
司
三
宮
古
な
る
者
と
共
に
同
Mmw円〈白
g

へ
行
く
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
際
購
入
す
べ
き
物
が
、

2
行
自
の

r♀
、
同
〈
曲
。
毛
覆
い
て
冨
〈

g
z
rゥ
繊
鍛
0

・
m
Z
E同

(
刊
日
〉

4
行
自
の

Z
2
3
2
2
0山
羊
(
?
)
な
る
畜
。
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

。
繊
鍛
。
は

Z
0・0
N
N

文
書
で
穀

ク
猷
油
。
で
あ
り
、

- 54ー

。
蘇
泊
。
も

Z
0・0ωω
文
書
で
購
入
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
物
で
あ
る
。
ま
た
右
の
二

(

丸

)

と
は
の
主
、
。

g
附
近
で
も
産
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
}
回
目
仏
、

F

宮
宮
〈
問
。
山
羊
ハ
?
)
な
る
畜
。
に
つ
い
て
は
他
に
用
例

が
全
く
な
く
恐
ら
く

H
M
R
g
g
濁
自
に
産
し
た
物
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
首
時
の
司

R
S
S
の
地
の
産
物
と
、

M
M
R
g
g
行
と
い
う

(

万

)

も
の
が
あ
る
種
の
交
易
的
要
素
を
帯
び
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
文
書
に
は
も
う
一
つ

F
F
E
g
g
に
開

(

花

)

一
昨
年
の
(
?
)
蒲
陶
酒

一
植
を
割

っ
た
と
報
じ
て
レ
る

p
-
3
g
g
に
二

に
よ
っ
て
購
入
す
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
物
で
あ
り

黙
の
物
と
。
毛
覆
い
。

す
る
命
令
が

5
J
7
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は

瓶
(
分
)
で
排
演
す
る
よ
う
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。

抑
々
こ
の

HM丘三
g
g
な
る
人
物
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
述
べ
た

Z
0
・
8
叶
文
書
に
於

い
て
も

ωみ
曲
目

0
3
等
と

ω山
口
白
へ
蒲
陶
酒

H

N

γ

E

を
運
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
首
時
蒲
陶
酒
の
管
理
に
闘
っ
て
い
た
人
物

で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
ヵ:

一
方
、
本
文
書
の
主
た
る
受
け
取
り
手
で
あ
る

ω品
田
g
o苫
自
身
に
劃
す
る
具
鐙
的
命
令
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
極
め
て
少
な
い
の
で
あ

(

行

)

4
J
5
行
自
の

ω田
宮
目
。
可
曲
の
所
で
得
た
全
て
の
物
を

H
U
E
4
2
g
A曲
。
受
け
取
り
書
(
?
Y
に
書
い
て
迭
る
べ
き
こ
と
、

7
J
8



行
自
の
畜
を
多
く
得
れ
ば

ωロ
r
g
g白
と
共
に

F
Z
J」
こ
。
へ
粛
す
べ
き
こ
と
、
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
て
本
文
書
に
は
こ
の
他
、

3
J
4
行
自
に
か
け
て

ω品
曲
目
。
苫
一
等
の
僻
怠
を
戒
め
る
文
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

」
の
こ
と
は
こ
れ
迄
の

zs-BN・
。
包
等
二
文
書
の
命
令
内
容
が
必
ず
し
も
充
分
寅
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
更
に
、

本
文
書

の
命
令
自
瞳
も
必
ず
し
も
こ
の
後
充
分
に
貫
行
さ
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

(

刊

叩

)

Z
0・
8
仏
文
書
に
更
な
る
叱
責
の
文
が
記
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、

本
文
書
の
次
に
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

」
の
黙
に
つ
い
て
は
前
節
の
終
わ
り
で
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

結

三五
ロ口

以
上
こ
れ
迄
、

H
M
R
S
S
に
闘
る

Z
2・
8
F
∞ω少

S
N
W
g
p
g
ω
等
五
粘
'の
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ

l
文
書

に
つ
い
て
見
て
来
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
冨

a
E
王
の
一
一
年
六
月
一
日
を
去
る
こ
と
そ
れ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
、
宮
宮
沢
町
広
三

や

}
内
包
印
可
Z
H目
白
血

σ巳白

(r同
F

- 55-

同

vz
召
ロ
ヨ
Z
Z
)
、
そ
し
て
後
者
の
命
を
受
け
た

C
E
H
Z
O
(
£
E
)
・
ω品
曲
目

0
3
・
H
，ロヨ

Z
F
・の白
r。-白

(
P
E
S
-乙
等
が

g主
主
閉
山
由
な

る
事
を
す
る
潟
、
。
国
仏
、

o
g
方
面
か
ら

H
V
R
S
S
へ
出
掛
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
際
必
要
な
蒲
陶
酒

・
食
料
等
の
物
資
を
支
出
し

こ
れ
ら
五
文
書
の
渡
見
地
で

Z
ト
ヨ
遺
跡
群
南
部
に
位
置
し
て
い
た

Z
・}内
M

口
凶

家
屋
祉
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

て
い
た
の
が

る
。
ま
た
嘗
時
の

H
M
R
g
g
行
に
若
干
な
が
ら
言
わ
ば
交
易
的
要
素
の
よ
う
な
も
の
が
あ

7

っ
た
こ
と
も
、

Z
0
・
8
品
以
下
の
諸
文
書
の
検
討

過
程
で
明
ら
か
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
そ
れ
で
は
、

こ
の
司
R
S
S
の
地
と
は
具
睡
的
に
嘗
時
ど
こ
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

以
下
こ
の
貼
に
つ
い
て
少

し
鱗
れ
本
稿
の
結
語
と
し
た
い
。
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H
，Y
O
B
S
-
∞5
8
4〈
雨
氏
の
み
は
そ
の
位
置
に
闘
し
て
貴
重
な
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(

印

〉

『後
漢
書
』

西
域
俸
に
閲
す
る
研
究
に
援
り
な
が
ら
嘗
時
都
善
の
支
配
下
に
あ
っ
た
戎
庫
園
を
】
U
R
S
Z
だ
と
さ
れ
、

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に

M
V
R
S
S
に
つ
い
て
は
こ
れ
迄
あ
ま
り
鍋
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
た
だ
例
外
的
に

(

乃

)

吋

}
M
O
B
S
氏
は
の
『
同
〈
白
ロ
ロ
2
氏
の

(
飢
〉

一
方
∞
尽
き
d
q

氏
は
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カ
ロ
シ

ι

テ
ィ

l
文
書
の
研
究
過
程
で
極
く
大
ま
か
に
司
R
S
S
を
の
色
、

o
g
南
方
の
丘
陵
地
帯
の
名
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

、師
、ー

れ
ら
雨
氏
の
見
解
は
そ
れ
ぞ
れ
貴
重
な
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
特
に
興
味
深
い
の
は
前
者
叶
Y
O
B
S
氏
の
戎
直
設
で
あ
る
。

こ
の
叶

}Hogg
氏
、
が
同
V
R
Z
E
の
地
と
さ
れ
た
戎
虚
の
今
園
。
に
つ
い
て
は
貫
は
そ
れ
程
詳
し
い
史
料
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

『
漢
書
』
西
域
俸
に

戎
鹿
圏
、
王
治
卑
品
城
、
去
長
安
八
千
三
百
里
。
戸
二
百
四
十
、

口
千
六
百

一
十
、
勝
兵
三
百
人
。
東
北
至
都
護
治
所
二
千
八
百
五
十
八

里
、
東
輿
小
宛
、
南
輿
措
売
、
西
興
渠
勤
接
。
畔
南
不
嘗
道
。

(

位

〉

(

回

〉

と
あ
り
、
ま
た
同
停
の
精
組
園
僚
に
「
南
至
戎
庫
園
四
日
行
」
と
あ
る
の
で
、
人
口
二
ハ
一

O
の
小
さ
な
ゥ
園
。
で
、
所
謂
西
域
南
道
か
ら
南

い
て
は

へ
外
れ
た
所
に
位
置
し
精
紐

(
p
q
o
g
)
か
ら
は
南
へ
四
日
行
程
の
所
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
質
際
の
位
置
に
つ

(

U

M

)

 

吋

Z
s
g
氏
も
そ
の
研
究
の
一
部
を
引
用
さ
れ
て
い
る
〉
・
回
目
ロ
ヨ
田
口
口
氏
の
見
解
に
擦
れ
ば
、

Z
-
3
遺
跡
南
方
の
丘
陵
地
帯

- 56-

に
位
置
し
た
叶
白
子
白
ロ
三
内
に
比
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

叶
吉
田
忠
氏
が

E
H
g
g
の
地
と
さ
れ
た
戎
宜
園
と
は
人
口
一
六
一

O
程
の

ク
園
φ

で
、
精
絶
(
の
色
、

o
g
-
Z
E遺
跡
〉
か

ら
南
へ
四
日
行
程
の

叶曲
-
r
g
r
r
附
近
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が

」
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
既
に

Z
0・
8
吋
文
書
の
と
こ
ろ

る
こ
と
で
あ
る
。

で
述
べ
た
よ
う
に
、
嘗
時

の
主
、

o
g
方
面
か
ら

H
V
R
g
g
へ
行
く
際
に
は
一
旦
東
方
の

ω印
g
包
Z
2
0
遺
跡
〉
を
経
由
し
て
い
た
と
思
わ
れ

そ
れ
故
首
時
の
司
R
Z
E
の
地
は
、
の
白
仏
、

o
g
南
方
の
戎
直
の
地
す
な
わ
ち
叶
色

E
ロ
E
内
よ
り
今
少
し
東
方
の
何
ロ
宏
司
巾

(

お

)

松
田
申請
男
氏
に
撮
れ
ば、

こ
の
附
近
に
は

ロ
R
3
上
流
域
附
近
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
無
理
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
叫
山
〉

先
の
戎
虚
か
ら
小
宛
(
甲
山
2

『

B
B口
氏
に
擦
れ
ば
お
お
よ
そ
ロ
と
丘
町
内
E
官
ロ
に
比
定
さ
れ
る
〉
そ
し
て
且
末

2
E円

n
Eと
へ
と
績
く
聞
道
が
通
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
間
道
が
肘
ロ
母

Z
ロ
R
3
上
流
域
と
交
叉
す
る
地
貼
す
な
わ
ち
穴
同
E
ω
3
附
近
に
司

R
E
S
の
中
心
地

を
比
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
司
R
Z
S
に
関
す
る
更
に
詳
し
い
蚊
況
に
つ
い
て
は
、

ま
た
別
に
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う。
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sarpvatsare 

10 
m
a
h
a
n
u
h
a
v
a
 

m
a
h
a
r
a
y
a
 

jitugha 

大
成

徳
・

大
王

・
jitugha

(侍
中
?
)

V
a
号
m
a
n
a

v
a
号m

a
n
a
d
e
p
u
t
r
a
~a m

a
~
e
 4

 2
 di
v
a
~
e
 10. 

isa 
e
h
白
r
p
n
a
r
p
m
l

神
子

(
天

子
)
の

10
年

6
月

10
日

に
if.'

い
て

。
こ

の
時

，

k
h
v
a
n
i
y
a
d
e
 

seniye 
ayitarpti 

g
u
s
u
r
a
 

k
u
号
a
n
a
~
e
n
a

K
h
v
a
n
i
(
 -y

a
)
か
ら
兵
土
ら
が
来
た

g
u
s
u
r
a
の

K
u
寺
a
n
a
~
e
n
a

c
a
r
u
v
e
t
a
 

s
p
e
t
h
a
 

v
i
d
h
u
r
a
 

cvalayirpna 

と
C
a
r
u
v
e
t
a

と
s
p
e
t
h
a

の
V
i
d
h
u
r
a

と
cvalayirpna

の

purp
白
avarpta

cozbo 
narptipala 

p
a
l
u
g
e
y
a
~
a
 

P
u
r
p
白
avarpta

と
c
o
z
b
o

の
Narptipala

と
P
a
l
u
g
e
y
a

と

ca. 
e
d
e
号a

n
a

varpti 
nisaga 

a
r
p
n
a
 

nikhasta. 

が
c

こ
の

者
逮

の
元
に
輿

え
る
(
?
)
穀
が

出
さ
れ
た

。

(2) 
g
u
s
u
r
a
 

k
u
号
a
n
a
~
e
n
a
~
a

varpti 
a
r
p
n
a
 

n
i
k
h
a
s
t
a
 

gusura
の

K
u

号a
n
a
~
e
n
a
の
元
に
穀
が
出
さ
れ
た

1
ヶ
月
の

m
i
l
i
m
a
 4

 k
h
i
 
10 

e
k
a
 
m
a
吾
a
~
a

tre 
p
a
s
a
v
a
 3. 

(
分
)

4
 m
i
l
i
m
a
 10 

k
h
i
 
3
畜

3
。

(3) 
c
o
z
b
o
 

narptipala~a 
varpti 

a
r
p
n
a
 
n
i
s
a
g
a
 
nikhasta 

c
o
z
b
o

の
Narptipala

の
元
に
輿
え
る
(
?
)
穀

が
出
さ
れ
た
，

e
k
a
 m
a
~
a
~
a
 
a
r
p
n
a
 
m
i
l
i
m
a
 
4

 kh
i
 
10 

tre 
p
a
sa

v
a
 3

.
 

1
ヶ

月
の

(分
〕
穀

4
m
i
l
i
m
a
 
10 

k
h
i
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畜

3
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o
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時
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g
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s
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K
u
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n
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~
e
n
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r
u
v
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e
t
h
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i
d
h
u
r
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・
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n
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v
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に
制
到
す
る
穀
・
畜
の
支
出
に
際
し
て
、
同
五
回
口
陸
海
口
同
と
Z
同
同
吋
M
H
F
Z
E

の
二
人
が
代
表
し
て
各
々
一
一
一
人
分
を
受
け
取
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人

が
受
け
取
っ
た
穀
は
各
々
一
ヶ
月
分
品
自
主
目
白
g
r
z
u
g
r
E

な
の
で
、
こ
れ
が
三
人
分
と
す
れ
ば
一
人
一
日
H
r
E
の
穀
が
支
給

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(
m
m
)

藤
枝
晃
「
長
城
の
ま
も
り
L

、
自
然
史
皐
禽
『
遊
牧
民
族
の
研
究
』

(
一
九
五
五
年
〉
所
枚
。
三
二
四
ペ
ー
ジ
、
三
四
四
ペ
ー
ジ
の
追
記
例
。

〈
却
)
『
漢
書
』
巻
九
六
上
、
西
域
停
上
、
好
調
園
僚
。

(
引
品
〉
円
四
・
∞
g
c
m
Y
N
W
・
h
四
・

0
・h
・'w--U〈〉円〈回目目ilω・唱-gω・ロ・

8
・

(
ロ
〉
『
漢
書
』
西
域
俸
の
精
紹
園
僚
に
擦
れ
ば
精
紹
J
好
調
聞
は
四
六

O

里
で
、
同
俸
の
好
調
園
僚
に
接
れ
ば
好
調
J
子
闘
聞
の
距
離
は
三
九

O

里
で
あ
る
。
そ
れ
故
精
紹
J
好調澗
J
子
闘
聞
の
距
離
は
八
五

O
里
と
な

る。

ハ
お
)
、
H，
F
O
B
曲
p
b
・

o・-
V

ハロ目・司・叶∞・

(
川
剖
〉
蒲
陶
酒
が
同
》
S
E
4
、
曲
。
贈
物
。
と
し
て
輿
え
ら
れ
た
例
は
本
文
書

の
7
1
9
行
自
に
か
け
て
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
。
贈
物
。
と
し
て
輿

え
ら
れ
た
蒲
陶
酒
に
つ
い
て
は
、
Z
-
F
E
一
O
『
♂

N
去
の
2
n
F
F
o
r
g

ι
2
0
M
g
M
2
Z抽
n
r
o
ロ
、
H
4
0
『
r
2
2
2
・
h
叫
た
H
R戸
m
h
F
q
民
町
、
r
H
偽
札
色
、

H
J
E
E
R
F
3
b
E
b
遣
に
吾
、
司
5
3
R
E
HahRP
E
-
u
宗
〈
-

s
8・ω
・5
0
0
を
参
照
。

(
お
〉
(
口
〉
に
同
じ
。

(

M

凋
〉
河
何
者
同
O
ロ
白
口
内
田
Z
O
E
O
-
M
門
-
H
・
・
同
日
間
・
司
・
ω
N
日
・
国
・
「
ERU
『回
-
N
ロ
ロ
ロ
ι

白
ロ
臼
ι
o
口
町
内
r
h
凶
『
O乞
E
-
C
『
昨
ロ
ロ
ι
o
p
b
・

o・-
V

円
〈
ロ
ア
H
E
申
・
ω
・
ω
由
・

(
幻
〉
円
四
-
m
ω
官
。
ロ
自
己
Z
O
E
O
-
』
門
・

L

「
・
・
ロ
ア
司
・
ω
N
m
-

(
叩
拍
〉
回
0
3
♂
河
3
8
p
g
ι
F
E
F
M
門
-
H
・
・
口
・
司
・
呂
田
・
な
お
稜
見

者
で
あ
る
ω
S
F
口
氏
の
遺
物
番
践
は
Z
・
×
×
宍
・
7
5
で
あ
る
。

ヲ
ω
z
w
r
f
h
叫
2
・
h

誌、b
H
・
H
-
唱
-
N
m
∞
-

(
叩
却
〉
所
調
問
。
z
E
2
0
+
g
F
で
終
わ
る
節
を
2
3
同
広
島
3
2
n
r
と

し
て
議
す
ら
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
回
目
『
0
4
F
M
門
-U--
官
-
S
を

参
照
。

〈
品
切
)
∞
ロ
『
円
。
司
氏
は
、
H，Z
B
E
氏
の
考
え
方
(
b
・

o・-
V

内
同
ロ
・
3一・
8
・

ミ
)
を
元
に
、
こ
こ
を
巳
官
官
弓
田
F
E
E
S
刃
包
と
議
み
、
・

1

ベ
2

2
0
曲
目
2
0
『
-
E
F
E
2
F
曲
言
。
。
S
2
5巳
O
『
=
と
課
さ
れ
て

い
る
。
〈
-
、
『
・
回
5
8
4
F
b
M
1
3
2
h
a
H
S
迫
。
¥
急
、
阿
古
3
h
E
N

U
。
E草
s
h
h
¥
3
宮
内
、
広
言
師
、
叫
】
需
な
に
お
法
(
以
下
同
J
2
2
N
Q
H帆

S

と
略
す
〉
・
、
H，
r
o
m
o
u
函
-
〉
包
脳
同
庁
ω
2
5
q
・
問
、
。
ロ
ι
o
p
H
喝
さ
・
官
・

5
f
回
日
『
o
d
F
同
-
b
・
・
司
-
H
5
・

(
H
U
)
可
ロ
ヨ
ロ
苫
t
v
-
J
h
g出
3
m
l

の
推
移
が
考
え
ら
れ
る
が
、
カ
ロ
シ
品

テ
ィ
l
文
字
は

1
2ー
の
表
記
出
来
ぬ
故
ア
五
岡
田
守
と
な
る
。
な
お

2

5
品
g
t
ヨ
ー
は
後
の

E
g
-
の
影
響
と
さ
れ
る
。〈・

回
5
2
4
3

畑町
-
U
J
唱
・5
・

(
必
)
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
l
文
書
に
現
わ
れ
る
g可
ω
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
書

の
作
成
地
と
後
迭
先
を
表
す
F
P
J
」
こ
で
0

・
三
E
ク
そ
こ
で
。
?
-

m
3
8
口
g
ι
Z
O
E
O
-
K
?
回
目
目
・
官

-
S
3
に
封
し
て
、
言
わ
ば

第
三
の
場
所
を
示
す
言
葉
で
φ

か
の
地
で
、
か
の
地
に
於
い
て
。
ぐ
ら

い
の
意
味
と
考
え
る
べ
き
も
の
と
思
う
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
別
稿
で

述
べ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

(
日
目
)
回
Z
2
0毛
-M]、bahhaH芯
P
官
-
H
U
ω
・

〈U
叫
)
門
町
・
∞
日
『
o
d
F
h
n
u
-
-
司
-
H
U
M
-

(
必
)
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
l
文
書
に
は
一
度
し
か
出
ぬ
草
語
ら
し
く
?
・
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REGARDING PARVATA

Yamamoto Mitsuro

　　　

According to documents in the Kharos!hi script, presumably of around

the third or fourth century A. D., there was ａland called Parvata in the

mountainous area south of the Niya ruins (Cad'ota).

　　　

An ｅχamination of five of the Kharosthi texts, nos. 637, 634, 622, 635

and 633, reveals that sometime not much later than the first day of the

sixth month of the eleventh year of the reign of King Mayiri, two people

named Kala Kirteya and Kala Ｐｕl!inabala(Kala Pumnyabala) along with

those who received the latter's orders named Cikimto (Cgito), Sagamoya,

Tumpala and Cakola (Cakuvala) et.　al.　set out for Parvata from the

district of　ＣａぶOta in order　to　carry　out　the business of “vasdhigaグ

　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●
Furthermore, it seems that the necessities like wine and provisions for

the journey were provided from the building N. ＸχIχ，where these five

documents were discovered. In all probability, the journey also had ａ

purpose of trade.

　　　

Regarding the problem of the location of Parvata, it probably was

around the area of the neighborhood of Kara Sai that was at the inter-

section of the upper reaches of the Endere Darya River and the bypass

coming from Dalai Kurgan.

THE PROBLEM OF OPIUM DURING THE DAOGUANG

　　　　　

道光PERIOD OF THE QING DYNASTY

　　　

―with Reference to the Question of‘Punishing

　　　

Neglect失察處分’～

INOUE Hiromasa

　　　

In connection with the prohibition on opium in the Qing dynasty,

the policy of“Punishing Neglect” was prescribed, so that local officials

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－2－
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